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平成 22 年 11 月号
鹿児島県志布志市

文化の秋、みなさん満喫していますか？

（写真：10 月 29 日に開催された松山中学校文化祭の一幕）



 

あなたの周囲にＤＶで悩んでいる人がいたら、次のように対応してください。 

■ 生命にかかわるような緊急性があれば警察署に通報する。 

■ 相談窓口に相談するようにすすめる。（配偶者暴力相談支援センター、女性支援対策室等） 

■ 相談されたら、先入観をもたずに、非難せずにじっくりと耳を傾ける。 

  「ただの夫婦喧嘩でしょ」「あなたが悪かったんじゃないの」「まさかあの人が！」などと 

   言わないでください。 

■ 被害者が誰かに相談したことが加害者に判れば さらに暴力を受ける場合があります。 

    相談を受けた事実や内容の秘密は厳守してください。         

 

            いちばん安心できる家庭で、大好きな父親、母親が怒鳴ったり、泣き 

叫んだりする光景を目にする子どもの心の傷はたいへん大きなものです。

実際に暴力をふるわれる他に、両親などの間に起こる暴力を目撃して著しい

心理的外傷を負う場合も「児童虐待」にあたります。 
 

■ 加害者の暴力が、子どもにまで及ぶ危険性 

■ 暴力を受けた被害者が、子どもに暴力をふるってしまう危険性 

■ 情緒不安や不登校などになってしまう危険性 

■ 暴力を目撃しながら育った子どもが、感情表現や問題解決手段として暴力を用いてしまう 

ことの危険性 

   

   

志布志市女性支援相談フリーダイヤル  0120-786-054 

（平日 8：30～17：00）県男女共同参画センター 

099-221-6630（9：00～17：00）

 火・休館日翌日（9：00～20：00）

大隅地域振興局保健福祉環境部 

0994-44-0454 

（平日 8：30～17：00）

 
 
 

 

と き 【第 1 回】1/15（土）13：30 受付／14：00～17：00 

【第 2 回】2/  5（土）12：30 受付／13：00～16：00 

※２回とも参加できる方   
 

ところ  志布志市文化会館（２階集会室） 

 

内 容 ■ 第１回 DV の実態と支援者自身の 

メンタルヘルス 

 ■ 第２回ＤＶ被害者支援の実際  
～ 二次被害予防を含めて ～ 

 

定 員  20 名    参加費  無 料 

 「ＤＶ」は、子どもにも深刻な影響を与えます。    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

志布志市企画政策課 女性支援対策室 男女共同参画係 

電話  099－474-1111（内線 250.・255） 

ﾒｰﾙ   kyoudousankaku@city.shibushi.lg.jp 

「ＤＶ被害者」を発見したらどうすればいいのでしょうか？ 

お知らせ！ 

講 師   
こころのサポートアミ 

【第 1 回】 

武井 美智子 先生（医師） 

【第 2 回】 

豊倉 怜奈 先生（臨床心理士）

いっしょに学習し

て DV で苦しんで

いる人の支援にご

協力ください。 
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鹿児島県では、約３人に１人が配偶者からの暴力を経験しており、その多くが女性です。 

それには、次のような背景があると考えられます。 

 

■「夫が妻に暴力をふるうのは仕方がないこと。」という社会通念 

■「女性に原因があるから暴力をふるわれるのだ。」とか「男性は仕事、 

女性は家庭を守るべき」という固定的な役割分担意識や経済力の格差 

によって女性を対等なパートナーとみなさない女性を差別する意識 

 

  

ののしったり、大声で怒鳴ったり、無視する精神的暴力、性的行為を強要する、避妊をしないな

どの性的暴力、仕事を辞めさせたり、生活費を渡さないなどの経済的暴力、子どもを巻き込んだ暴

力、友人や親せきとの付き合いを制限したり、手紙やメールをチェックしたりする社会的隔離など

があります。 

「ＤＶ」は、殴ったり、蹴ったりする身体的な暴力だけではありません。 

「ＤＶ」は、どうしておこるのでしょうか。 

  被害者はなぜ逃げないのでしょうか？   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）って？
夫婦間や恋人、同棲相手、元夫婦、以前つきあっていた

恋人達などの親密な関係にある、また、そうであった人

からふるわれる暴力のことです。 

暴力をふるわれても、被害者が加害者のもとにとどまる理由には様々な問題があります。

「逃げたら、自分や家族や友人 

に、ひどいことをするかも 

しれない。」という恐怖感 

「わかってくれる人が 

誰もいない」という絶望感

「家を出たいけど 

収入も家もない」 

という経済的問題

「私さえ我慢すれば」 

「夫は、本当は優しい人」

という思い込み 
「子どもには父親が必要」

だ」という社会通念 

ドメスティック・バイオレンスのない社会を目指して

ドメスティック・バイオレンス被害者支援講座
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行政告知放送端末の全戸設置をよろしくお願いします！

　地域情報基盤整備事業では、行政告知放送端末を全戸に配置し、市民の皆様へいち早く行
政情報や緊急情報をお届けすること、また、多くの個性的な番組が楽しめるケーブルテレビ
の視聴や、超高速の光ケーブルインターネットが利用できるようになります。（ケーブルテ
レビ、光インターネットについては月額利用料が必要です）

　この行政告知放送端末の設置に係る初期費用については、交付金事業であることから、今回の受
付期間中にお申込いただいた場合が無料です。これ以降は、行政告知放送端末の本体費、光ファイ
バー引き込み及び宅内工事費などが自己負担となる可能性がありますので、この事業期間内に全戸
設置してくださるようよろしくお願いいたします。
●設置できる世帯　：　下記申込期限日までに志布志市に住民登録がある世帯
●第１次申込期限　：　平成２２年１２月１０日（金）　必着
　現在、各自治会で自治会担当職員による同事業説明会を行っていますが、ご不明な点などがあり
ましたら、お問い合わせください。
※事業説明会は 11 月 21 日までに、市内各地で開催予定です。

広告
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志布志市地域情報基盤整備について ICT 志布志
Vol 6.

■問い合わせ先　情報管理課　℡ 474-1111（内線 322、323）　　

■問い合わせ先　志布志市役所
　℡４７４－１１１１
●情報管理課地域情報係（内線 321、322、323）
●総　務　課　消防防災係（内線 216）



N
e
w

s

グァバのいい香りが漂う

　有明町通山の原田一三さん宅の庭
に植えられているグァバ（バンシ
ロー）の木が、たわわに実りました。
　約 20 年前に、仕事で赴任した沖
永良部島で手に入れた苗を持ち帰
り、手間暇掛けて育てたもので、弱
点の霜にも負けず３ｍほどの大きさ
までになり、育てて 15 年目に初め
て実を付けました。
　以来、毎年たくさん実り、今年も
50 個ほど実ったグァバが、良い香
りを辺りに漂わせていました。

いつまでも健やかに・・・
　9月 17 日、市内の最高齢と白寿
の方を市長・議長・社会福祉協議会
会長が訪問し、長寿をお祝いしまし
た。
　志布志市では、９月１日現在、
65 歳以上の方 1万１０２人が生活
されています。これは、総人口の
29．57％です。100 歳以上の方は
36 人いらっしゃいます。
　市の発展の基礎を創られた高齢者
の皆様にはますますお元気で長生き
をしていただきたいと思います。
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宝寿園でのお祝いの様子

子
ど
も
警
察
議
会
開
催

　

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
目
指
す
た

め
、
志
布
志
警
察
署
と
志
布
志
地
区
防
犯

協
会
主
催
に
よ
る
「
子
ど
も
警
察
議
会
Ｇ

34
」
が
、
10
月
20
日
、
志
布
志
支
所
の
旧

議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
、
大
崎
町
の
小
中
学
校
34
校

の
代
表
者
20
人
が
議
員
と
し
て
出
席
し
て

一
般
質
問
を
行
い
、
管
内
の
犯
罪
や
交
通

事
故
の
状
況
に
関
す
る
問
い
や
、
警
察
へ

の
素
朴
な
疑
問
に
、
警
察
署
職
員
が
丁
寧

に
回
答
。
最
後
に
議
長
の
志
布
志
中
学
校

3
年
生
、
坪
山
裕
哉
さ
ん
と
副
議
長
の
安

楽
小
学
校
5
年
生
、児
玉
愛
華
さ
ん
か
ら
、

「
議
会
を
通
し
て
社
会
の
仕
組
み
を
教
わ

っ
た
。
回
り
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
」
と
提
言
が
行
わ
れ
、閉
会
し
ま
し
た
。

本物の議会さながらに質疑応答が行われました

10
月
4
日
は
１い

わ

し
０
４
の
日
！
そ
の
1

　

10
月
4
日
、「
い
わ
し
の
日
」
に
ち
な

ん
で
、
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
で
、

志
布
志
市
の
特
産
品
で
あ
る
「
ち
り
め

ん
」
を
地
元
の
方
に
も
っ
と
食
べ
て
ほ
し

い
と
、
志
布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
の
主

催
で
、
ち
り
め
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
午
前
、
午
後
そ
れ
ぞ
れ

先
着
１
０
４
人
に
と
れ
た
て
の
乾
燥
ち
り

め
ん
や
釜
揚
げ
ち
り
め
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
、新
鮮
な
鮮
魚
を
格
安
販
売
が
行
わ
れ
、

会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
志
布
志
市
商
工
会
が

地
元
飲
食
店
と
共
同
開
発
中
の
新
ご
当
地

グ
ル
メ
「
ち
り
め
ん
三
昧
丼
」
が
初
お
目

見
え
し
、
こ
ち
ら
も
限
定
１
０
４
人
に
よ

る
大
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
害
虫
駆
除

　

10
月
4
日
、
志
布
志
市
造
園
建
設
業
協

会
（
会
長
、
又
木
道
二
さ
ん
）
の
皆
さ
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
害
虫
駆
除
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、「
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
市
に
対
し
て
造
園
業
と
し
て
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
、
2
年
前
か

ら
イ
ヌ
マ
キ
を
食
べ
る
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ

ク
や
ソ
テ
ツ
を
食
べ
る
ク
ロ
マ
ダ
ラ
ソ
テ

ツ
シ
ジ
ミ
と
い
っ
た
、
近
年
被
害
が
拡
大

し
て
い
る
害
虫
の
駆
除
を
、
学
校
な
ど
公

共
施
設
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
市
役
所
周
辺
を
対
象
に
実
施

し
、
早
朝
か
ら
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、
市

役
所
本
庁
の
駆
除
作
業
を
行
っ
た
後
、
各

支
所
や
駅
前
、
市
営
佐
野
原
住
宅
に
移
動

し
、
周
辺
の
生
垣
や
街
路
樹
に
薬
剤
を
散

布
し
、
駆
除
を
行
い
ま
し
た
。

早朝からの作業、ありがとうございました！

10
月
4
日
は
１
０
４
の
日
！
そ
の
2

　

10
月
4
日
、
㈲
堤
水
産
の
堤
賢
一
代
表

取
締
役
か
ら
、
志
布
志
湾
で
獲
れ
た
「
ち

り
め
ん
」
5
㎏
が
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、10
月
4
日
が
「
い
わ
し
の
日
」

で
堤
水
産
と
県
機
船
曳
網
協
議
会
が
子
ど

も
た
ち
に
ち
り
め
ん
を
食
べ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
志
布
志
市
市
の
漁
業
に
つ
い
て

関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
行
っ
た
も
の

で
、
10
月
14
日
、
15
日
の
学
校
給
食
に
利

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
り
め
ん
の
入
っ
た
酢
の
物
を
食
べ
た

有
明
中
学
校
1
年
の
松
元
充
恵
さ
ん
は

「
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。
志
布
志
湾
に

は
海
の
恵
み
が
い
っ
ぱ
い
で
う
れ
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

 

グァバの実と原田さん

有
明
校
区
敬
老
会

　

10
月
3
日
、
有
明
小
学
校
体
育
館
で
、

同
校
区
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
区
全
体
で
の
敬
老
会
は
珍
し
く
、
有

明
校
区
で
も
合
併
時
に
行
っ
て
以
来
、
5

年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

　

会
で
は
有
明
小
学
校
に
よ
る
棒
踊
り
や

有
明
中
学
校
合
唱
部
の
合
唱
、
有
明
町
内

の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
兼
盛
一

座
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歌
や
踊
り
が
会
場
を

賑
わ
せ
、
出
席
し
た
約
60
人
の
敬
老
者
の

皆
さ
ん
は
、舞
台
に
拍
手
を
贈
り
な
が
ら
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

歴
史
資
料
館
建
設
に
寄
付
金

　

市
の
歴
史
資
料
館
建
設
の
一
部
と
し
て

役
立
て
て
欲
し
い
と
、
10
月
14
日
、
市
内

在
住
の
Ａ
さ
ん
（
匿
名
希
望
）
か
ら
教
育

委
員
会
に
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
の
夏
に
亡
く
な
ら
れ
た
Ａ

さ
ん
の
お
母
様
が
志
布
志
の
歴
史
に
強
い

関
心
を
持
ち
、
58
年
前
に
嫁
入
り
し
て
き

て
以
来
、
優
し
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
志

布
志
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、
資
料
館
建
設

の
役
に
立
ち
た
い
と
常
々
話
し
て
い
た
そ

う
で
、
そ
の
ご
遺
志
に
よ
っ
て
、
今
回
の

寄
附
に
至
り
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
、「
歴
史
の
街
づ
く
り
事
業

基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
、
ご
遺
志
に
沿

う
形
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
志
に
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

舞台上の歌や踊りに、皆さん大喜び！

文化財の山中氏邸

新鮮な海の幸に会場は大盛況！

地元の魚、これからもたくさん食べてくださいね
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みんな揃ってイイ

稲

～ネッ‼

おいしい焼酎になりますように
　しぶし夢しずく工房が若潮酒造株
式会社の協力で作る、焼酎「夢しず
く」の原料となるサツマイモの収穫
が、10 月 24 日、志布志町夏井のふ
れあい農園で行われました。
　時折雨に見舞われる悪天候となり
ましたが、利用者８人と職員、志布
志ライオンズクラブの皆さんらの協
力により収穫されたサツマイモは
2,158㎏。翌日には、先日収穫した
米で作った麹と一緒に仕込みが行わ
れました。

雨の中、お疲れ様でした！

八
野
小
と
最
後
の
収
穫

　

八
野
小
学
校
と
し
ぶ
し
夢
し
ず
く
工
房

の
皆
さ
ん
が
6
月
に
植
え
た
稲
が
た
わ
わ

に
実
り
、
10
月
14
日
、
収
穫
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

前
日
ま
で
の
雨
も
上
が
り
、
過
ご
し
や

す
い
天
気
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
手
に
し
た
鎌

で
稲
を
刈
っ
て
束
を
作
り
、
一
時
間
半
ほ

ど
で
作
業
を
終
了
。
収
穫
し
た
米
は
、
夢

し
ず
く
工
房
が
若
潮
酒
造
株
式
会
社
の
協

力
で
作
る
焼
酎
「
夢
し
ず
く
」
の
麹
と
し

て
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
田
ん
ぼ
で

は
も
ち
米
も
作
ら
れ
て
い
て
、
収
穫
し
た

稲
は
同
校
の
プ
ー
ル
の
柵
で
乾
燥
さ
せ
た

後
、
脱
穀
さ
れ
、
12
月
に
予
定
し
て
い
る

餅
つ
き
大
会
で
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

　

八
野
小
学
校
の
閉
校
が
決
定
し
た
た

め
、
今
年
が
最
後
と
な
る
合
同
で
の
米
づ

く
り
。
6
年
生
の
鈴
木
公
崇
さ
ん
は
、「
最

後
の
稲
刈
り
も
楽
し
め
ま
し
た
。
餅
つ
き

大
会
も
一
緒
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
夢
し
ず

く
工
房
の
皆
さ
ん
に
挨
拶
し
ま
し
た
。

ス
イ
ー
ツ
な
恋こ

イ
モ
の
が
た
り
♡

　

10
月
10
日
、
市
青
年
団
連
絡
協
議
会
主

催
に
よ
る
第
４
回
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

が
、
有
明
農
業
歴
史
資
料
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
外
の
男
女
19
名
が
参
加

し
、
イ
モ
掘
り
体
験
や
さ
つ
ま
い
も
を
使

っ
た
お
菓
子
づ
く
り
を
し
な
が
ら
交
流
が

行
わ
れ
、参
加
者
か
ら
は「
楽
し
か
っ
た
。」

「
色
々
な
方
と
交
流
で
き
て
良
か
っ
た
。」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
室
田
さ
ん
は
「
準
備
か
ら
当

日
の
運
営
ま
で
大
変
で
し
た
が
、
参
加
者

に
喜
ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
。
青
年
団

活
動
は
楽
し
く
や
り
が
い
も
あ
る
の
で
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
れ
ば
嬉
し
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

カップルは成立したのでしょうか？

Ｆ
Ｍ
し
ぶ
し
開
局
4
周
年

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
志
布
志
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
放
送
（
通
称
Ｆ
Ｍ
し
ぶ
し
）
が
10

月
13
日
に
開
局
4
周
年
を
迎
え
、
そ
れ
に

先
立
ち
10
月
9
日
に
記
念
番
組
を
生
放
送

で
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
、
島
津
ビ
ル
に
移
し
た
ス

タ
ジ
オ
で
は
、
歌
手
の
ジ
ミ
ー
入
枝
さ
ん

を
始
め
と
し
た
ゲ
ス
ト
の
出
演
や
、
今
秋

か
ら
の
新
番
組
「
み
ご
ろ　

た
べ
ご
ろ　

大
隅
こ
っ
ち
隊
」、「
川
柳
で
綴
る
志
布
志

の
旅
」
出
演
者
に
よ
る
、
番
組
の
紹
介
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
者
の
北
川
美
喜
子
さ
ん
は
、「
お

か
げ
様
で
4
周
年
を
迎
え
、
新
番
組
も
増

え
て
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
大
勢
の
人

に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

多彩なプログラムで１時間半に渡って放送されました

伊
﨑
田
小
学
校
研
究
発
表

　

10
月
14
日
、
大
隅
地
区
学
力
向
上
研
究

協
力
校
の
指
定
を
受
け
て
い
る
伊
﨑
田
小

学
校
で
研
究
公
開
が
行
わ
れ
、
地
区
内
の

教
員
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
73
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

同
校
は
、「
基
礎
・
基
本
の
充
実
を
図

り
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
授
業
の
充

実
」
を
テ
ー
マ
に
国
語
科
の
「
読
み
の
力
」

の
育
成
に
焦
点
を
当
て
、
2
年
前
か
ら
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
宮
沢
賢
治
の
「
や
ま
な
し
」

を
題
材
に
し
た
６
年
生
の
授
業
を
参
観
し

た
後
、
研
究
発
表
や
協
議
が
行
わ
れ
、
同

校
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
参
加
者
か
ら

は
、「
今
後
の
授
業
の
参
考
に
し
た
い
」

と
評
価
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

熱心にメモを取りながら、参観する皆さん

口
蹄
疫
反
省
慰
労
会

　

口
蹄
疫
の
終
息
宣
言
を
受
け
、
9
月
30

日
、
志
布
志
町
の
大
浜
緑
地
公
園
で
口
蹄

疫
反
省
慰
労
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
5
か
月
と
い
う
長
期
間
に
わ
た
る
防

疫
活
動
を
終
え
、
会
の
中
で
は
こ
れ
ま
で

消
毒
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
消
毒
装
置

の
提
供
な
ど
、
防
疫
対
策
に
多
大
な
協
力

を
頂
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
状
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

　

会
場
に
集
ま
っ
た
約
２
０
０
人
の
皆
さ

ん
は
、
乾
杯
の
後
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ

ら
う
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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第 5 回志布志市小学校陸上記録会開催
　10 月 15 日、市陸上競技場で第 5回志布志市小学校陸
上記録会が開催され、市内 17 の小学校から集まった児
童は日頃の練習の成果を発揮していました。
（左記に１位の記録を紹介します。■は新記録・タイ記録です。）

　　種　目　名 氏　　名 学校名 記録
5 年男子 100m 走 平 田　 駿 人 香月 14″6
5 年女子 100m 走 上 木　 朱 理 山重 15″3
5 年男子走り幅跳び 湯 之 上 拓 海 香月 3m95cm
5 年女子走り幅跳び 福 元　 夏 帆 通山 3m39cm
5 年男子走り高跳び 木 場　 拓 海 有明 1m15cm
5 年女子走り高跳び 上 木　 朱 理 山重 1m15cm
5 年男子 400m リレー 伊﨑田小学校 1′04″2
5 年女子 400m リレー 志布志小学校 1′04″2
5 年男子 800m 走 平 田　 駿 人 香月 2′35″4
5 年女子 800m 走 柳 澤 　 葵 志布志 3′05″3
5 年男子ソフトボール投げ 下 出　 倖 生 潤ヶ野 48m10cm
5 年女子ソフトボール投げ 立 脇　 麻 衣 香月 42m46cm
6 年男子 100m 走 假 屋　 優 大 泰野 13″7
6 年女子 100m 走 橋 口 ち ひ ろ 志布志 15″2
6 年男子走り幅跳び 澤 田　 健 佑 香月 3m99cm
6 年女子走り幅跳び 瀬 戸 口 志 織 志布志 3m93cm
6 年男子走り高跳び 吉 原 誠 士 郎 通山 1m25cm
6 年女子走り高跳び 馬 原　 美 紅 有明 1m29cm
6 年男子 400m リレー 志布志小学校 58"8

6 年女子 400m リレー 有明小学校 1'01"3
6 年男子 800m 走 池 川 　 武 香月 2′28″2
6 年女子 800m 走 重 山　 七 海 有明 2′45″1
6 年男子ソフトボール投げ 曽 原　 崚 太 香月 66m68cm
6 年女子ソフトボール投げ 田 之 口 咲 良 伊﨑田 49m02cm

6 年男子 60m ハードル走
折 尾　 敏 輝 泰野

10″4島　悠太 志布志
木佐貫拓朗 安楽

6 年女子 60m ハードル走 重 山　 七 海 有明 10″5
5・６年男女混合400mリレー 泰野小学校 58″2

力強いスタートの 6 年生男子 100m 走

防疫対策への皆さんの多大
なご協力に感謝いたしま
す。

市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、土曜日（午前6時）と火曜日（午後9時）
に右のＦＭ局で好評放送中です。
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全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

　

10
月
１
日
、
平
成
22
年
度
全
国
自
作
視

聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校
の
部
で
最

高
賞
を
受
賞
し
た
志
布
志
市
視
聴
覚
教
育

研
究
会
の
吉
満
文
博
さ
ん
、
福
留
榮
行
さ

ん
、
祝
田
詩
織
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
へ
の
表

彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
関
係

者
を
対
象
に
、
視
聴
覚
教
材
作
り
の
奨
励

と
活
用
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
て
い
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
作
品
は

３
人
が
昨
年
夏
に
作
成
し
た
も
の
で
、
本

市
特
産
で
あ
る
ハ
モ
の
加
工
か
ら
調
理
ま

で
を
、
動
画
等
を
取
り
入
れ
て
解
説
し
て

い
ま
す
。

　

２
年
連
続
入
賞
を
目
指
し
て
、
今
年
の

教
材
作
り
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

N
e
w

s

親
子
で
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ

　

尾
野
見
小
学
校
で
、
10
月
21
日
、
親
子

体
力
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
全
校
児
童

と
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
た
ス
ト
レ

ッ
チ
・
ヨ
ガ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
で
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
津
曲
ひ
と
み
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

檀
上
の
お
手
本
を
真
似
な
が
ら
ポ
ー
ズ
を

と
る
皆
さ
ん
は
、
余
裕
の
表
情
で
体
を
伸

ば
す
人
や
、
悲
鳴
を
上
げ
て
ガ
チ
ガ
チ
の

体
を
曲
げ
る
人
も
い
る
中
、
親
子
や
友
達

同
志
で
体
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
楽
し
い
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

4
年
生
の
有
川
大
翔
さ
ん
は
、「
は
じ

め
は
体
が
硬
か
っ
た
け
ど
、
ど
ん
ど
ん
柔

ら
か
く
な
っ
て
び
っ
く
り
し
た
。」
と
、

感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

このぐらいは余裕かな？

全国入賞おめでとうございます！

秋を彩る赤いソバの花
　志布志町田之浦の丸岡運動公園近
くの水田に、一風変わった赤いソバ
の花が咲きました。
　田之浦校区ふるさとづくり委員会
が植えた、チベット原産の赤ソバを
改良した「高嶺ルビー」と言われる
品種で、製粉したものも淡いピンク
に色づくそうです。
　11 月末に収穫されたソバは、大
みそかにソバ打ちを行い、校区内の
65 歳以上の一人住まいの方へ、年
越しソバとして配られる予定です。

ほんのり色づいたきれいな花

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
観
察
会

　

志
布
志
町
安
楽
川
沿
い
の
休
耕
地
で
、

県
の
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
の
群
落
が
発
見
さ
れ
、
10

月
15
日
、
自
然
愛
好
家
の
皆
さ
ん
に
よ
る

鑑
賞
会
に
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
は
、
山
間
部
の
湿
っ
た

薄
暗
い
と
こ
ろ
に
生
え
る
一
年
草
で
、
花

を
横
か
ら
見
る
と
、
船
を
釣
り
上
げ
た
よ

う
な
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名

前
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
な
大
規
模
の
群
生
は
県
内

で
も
珍
し
く
、
発
見
者
で
会
の
進
行
を
務

め
た
県
グ
リ
ー
ン
マ
ス
タ
ー
の
馬
場
興
市

さ
ん
は
、「
地
元
の
方
々
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
保
全
に
努
め
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

一面に咲きほこるツリフネソウ

馬場さん（写真右）の話を熱心に聞いていました

かわいい赤ちゃんの土俵入り
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10
月
17
日
、
伊
﨑
田
小
学
校
相
撲
場
で

第
１
０
２
回
伊
﨑
田
相
撲
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

伊
﨑
田
相
撲
は
、
明
治
時
代
、
日
露
戦

争
後
に
勤
倹
を
説
い
た
戊
申
詔
書
が
発
布

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
各
地
で
様
々
な

行
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
中

で
当
時
の
伊
﨑
田
村
で
相
撲
を
取
り
入
れ

た
こ
と
が
起
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。以
来
、

今
日
ま
で
伝
統
行
事
と
し
て
引
き
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
口
蹄
疫
の
影
響
で
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る
化
粧
ま
わ
し
コ
ン
テ
ス
ト
が

中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
朝
か

ら
小
中
学
生
の
対
戦
や
地
区
対
抗
戦
、
赤

ち
ゃ
ん
の
土
俵
入
り
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

昨
年
に
引
き
続
い
て
地
元
婦
人
に
よ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
相
撲
踊
り
が
会
場
を
沸
か
せ
、

１
０
０
年
を
超
え
る
伝
統
行
事
は
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
区
対
抗
戦
の
部
優
勝　

１
区

■
横
綱　

中
学
生　

谷
口
大
将

　
　
　
　

一
般　
　

菅
間
勇
介

■
第
１
０
2
回
三
役

　

大
関　

菅
間
勇
介　

関
脇　

萩
迫
亮
太

　

小
結　

吉
元
優
成	

　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　

※
写
真
提
供　

高
原
写
真
館

笑いを誘った相撲踊り

白熱した取り組みが繰り広げられました

第
１
０
２
回
伊
﨑
田
相
撲
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第５回
志布志市
ふるさとまつり

12 5 小雨決行

の

ものまねでおなじみ！

「地産地消」「健康」「環境」
コーナーがさらに充実 !!

■ 主なイベント ■
「お楽しみ抽選会」「子ども広場」「餅つきペッタンコ大会」

「ゲートボール大会」「フリーマーケット」



　

株
式
会
社
ガ
イ
ア
テ
ッ
ク

は
昭
和
35
年
1
月
、
植
村
企

業
グ
ル
ー
プ
の
砕
石
部
門
と

し
て
創
業
。
市
内
に
は
安
楽

の
国
道
沿
い
に
大
隅
工
場(
昭

和
43
年
操
業)

と
国
際
の
森
近

く
に
志
布
志
工
場(

昭
和
56
年

操
業)

の
2
工
場
が
あ
り
、
大

隅
工
場
に
は
14
人
、
志
布
志

工
場
に
は
6
人
が
働
い
て
い

ま
す
。

　

同
社
の
取
扱
品
目
は
多
く
、
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
砕
石
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、

シ
ラ
ス
モ
ル
タ
ル
、
耐
液
状
化
埋
立
て

用
土
砂
を
始
め
、
土
壌
改
良
材
や
家
畜

飼
料
用
と
し
て
貝
化
石
等
の
新
商
材
、

エ
リ
ン
ギ(

き
の
こ)

や
水
等
、
食
品

の
生
産
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
会
社
に
は
建
設
業
、
焼
酎
工
場
、
ゴ

ル
フ
場
も
あ
り
ま
す
。

　

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
近
年
、
新
規
着

工
件
数
が
減
少
し
て
い
る
事
な
ど
か

ら
、
カ
イ
コ
―
㈱
と
有
限
責
任
事
業
組

合
を
設
立
し
、
業
務
の
合
理
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

シ
ラ
ス
モ
ル
タ
ル
は
特
許
申
請
中

で
、
24
時
間
か
け
て
膨
ら
み
な
が
ら
固

ま
る
と
い
う
特
性
を
活
か
し
、
県
内
に

多
く
存
在
す
る
防
空
壕
の
埋
め
戻
し

や
、補
修
工
事
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
松
山
町
の
中
村
橋
の
補
修
工

事
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
宮
崎
県
に
は
路
盤
材
に
適
す
る

砕
石
場
が
ほ
と
ん
ど
無
い
た
め
、
志
布

志
工
場
で
作
ら
れ
る
砕
石
は
遠
く
宮
崎

県
の
油
津
ま
で
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
南

九
州
に
お
け
る
重
要
な
砕
石
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
ベ
ー
ス
で
採
掘

可
能
な
砕
石
場
は
、
こ
こ
を
含
め
て
志

布
志
市
内
に
は
2
か
所
し
か
な
く
、
地

域
住
民
の
理
解
や
協
力
に
感
謝
し
て
い

る
と
本
村
工
場
長
は
語
り
ま
す
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積

極
的
で
、
安
楽
山
宮
神
社
の
駐
車
場
整

備
、
各
小
中
学
校
の
泥
濘
対
策
に
砕
石

を
提
供
、
工
場
周
辺
道
路
の
環
境
整

備
、
夏
井
・
陣
岳
地
区
の
運
動
会
会
場

で
あ
る
浜
辺
の
整
備
も
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

　

同
社
で
は
資
源
は
有
限
と
の
考
え
か

ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
の
製
造
販
売
に

も
積
極
的
で
す
。
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
に
も
協
力
し
、
分
別
回
収
さ
れ
た
茶

碗
や
レ
ン
ガ
等
を
粉
砕
し
、「
循
ち
ゃ

ん
砕
石
」
の
名
称
で
路
面
材
な
ど
に
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
般
向
け
に
庭
用
の
砕

石
、
飼
料
や
土
壌
改
良
等
に
有
効
な
貝

化
石
を
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
せ
の
上
、
ぜ
ひ
出
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

同
社
の
経
営
方
針
は
「
品
質
第
一
」

で
あ
り
、
建
設
資
材
の
製
造
販
売
を
通

し
て
多
様
化
す
る
顧
客
の
要
求
を
満
た

す
物
づ
く
り
、
地
域
と
の
共
存
共
栄
を

図
り
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

企
業
活
動
を

進
め
て
い
ま

す
。

株式会社	ガイアテック
●所 在 地 　（大隅工場）志布志町安楽 3698-1
	 　　　TEL	472-0382
	 　　　（志布志工場）志布志町帖 8750
	 　　　TEL473-0855
●事業内容　	生コンクリート、アスファルト、砕

石、シラスモルタル、貝化石等
●従業員数　20人（市内事業所）

志布志企業訪問
株
式
会
社　

ガ
イ
ア
テ
ッ
ク

　
　
　

時
勢
を
読
み
幅
広
い
事
業
を
展
開

■期　　日　平成 23 年 1月 10（月）雨天決行
■集合場所　志布志運動公園陸上競技場
■コ ー ス　運動公園周辺周回コース　
■参加申込　大会競技規定に従い、所定の申込書に必要事
　　　　　　項を記入の上、参加料（遠隔地の場合は現金
　　　　　　書留又は郵便小為替）を添えて申込みください。

■参 加 料　一般男女　　　　　　　3,000 円
　　　　　　中学男女・小学生男女　2,000 円
■申込締切　12 月 17 日（金）（※当日消印有効）
■問い合わせ先　志布志市教育委員会生涯学習課内
　　　　　志布志ジョガー駅伝競走大会実行委員会事務局
　　　　　℡ 472-1111（内線 332）・FAX473-1880

2011 第6回

駅伝を通じて、心身共に明るく気迫に満ちたたくましい青少年の育成と走る喜び、走る楽しさを味わうことを目的に「2011 第 6 回
志布志ジョガー駅伝競走大会」を開催します。多数のチームのご参加をお待ちしています。

9 時 30 分スタート！平成 23 年 1 月 10 日（月）

vol.25
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移動図書館「がんがらちゃん」
エリア拡大‼

　いよいよ読書の秋を迎
え、移動図書館車『がん
がらちゃん』が 10 月か
ら月に 2回、今回初めて
山重小学校と原田小学校
に巡回することになりま
した。
　子どもたちは貸出時間

の昼休みを待ちこがれ、われ先にと教室から飛
び出し、初めて見る『がんがらちゃん』に大喜
び。新しい図書カードを
手に「わー、大きな車」
「新しい本がいっぱいあ
るね」「先生、何冊借り
られるの？」など、はしゃ
いだ声が校内に響き渡っ
ていました。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「あったか料理 」

今月のテーマ図書
「編み物」

■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

２０１０は	国 民 読 書 年 “ じゃぁ、読もう！ ”読書生活はじめませんか？

おはなし会へ出かけよう！
本　　館　11 月 27 日（土）午後２時～
松山分館　11 月 13 日（土）午前 10 時～

安楽分館　　11 月 13 日（土）午前 10 時 30 分～
志布志分館　11 月 20 日（土）午後１時 30 分～
有明分館　　11 月 20 日（土）午前 10 時～
※クリスマス読書会（本館）　12 月 19 日（日）予定

毎月 23 日は「子どもといっしょに読書の日」
※子どもの感性をみがき、創造性を高め、読解力をはぐくむために本を読む習慣を身につけさせましょう！

休館日カレンダー（本館）
November　11 月

日 月 火 水 木 金 土
12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

   Desember　12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25

図 書 館

情

報
■ 休館日（本館及び各分館・移動

図書館車の全てが休みになり
ます）

○ かみふうせん（お話し会） 14 時〜
○ 本館お話し会（読み聞かせ会） 14 時〜

○
○

○

○

○

○

○

コラム：ステンドグラス
　太陽が西に傾き始める頃、本市出身、三坂基文
さん制作の志布志の海をモチーフにしたステンド
グラス「豊饒の海」（８点）が、館内に一段と鮮
やかに映し出され、刻一刻とその美しい色合いを
変えて行きます。そして西陽が落ちると、今度は、
館内の暖かい光により、屋外にふるさとの海八景
が浮かび上がります。
　図書館本館は、平日、夜７時まで開館中。秋の
夜長、期間限定の自然が織りなす静かな観光ス
ポットは、必見の価値あり。未知の世界へ誘う素
敵な本が、あなたとの出逢いを待っています。

新刊案内
■「農業がわかると、社会のしくみが見えてくる。」

生源寺眞一　著
　世界の食料市場、日本の農業
と農村、そして毎日の食生活。
世界と日本の食が結びつき、生
産の現場と食べるテーブルがつ
ながった。高校生からの食と農
の経済学入門。

■「池上彰の新聞活用術」
池上　彰　著

　新聞はどうあるべきか、どこ
に魅力があるか。そして読み
手はどう活用していけばいいの
か。さっそく、覗いてみましょ
う！

（写真上）
本村良一大隅工場
長（中央）と職員
の皆さん。今年で
42 年間の役目を終
えるプラントの前
で。

2010.11 ■市報しぶし　12

（写真下 3段）
志布志工場の皆さ
んと砕石場の様子。

◎図書館を愛する皆様へ（お願い）
　図書資料（本）は市民の宝です。どなたにも
気持ちよく利用していただくために・・・。
　・本をよごさない。・本に書き込まない。
　・本を切ったり、破ったりしない。
　・本を濡らさない。・本の貸し出し期限を守る。
以上のルールを守ってご利用ください。



■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　　　℡ 472-1111（内線 333）
　　　　　　　　志布志市生涯学習センター　 ℡ 472-3050

生
涯
学
習
「
楽
し
い
園
芸
講
座
」

　
「
楽
し
い
園
芸
講
座
」
は
、
志

布
志
中
央
（
文
化
会
館
）
で
18
年

前
か
ら
開
講
し
て
い
る
講
座
で
す
。

２
人
の
講
師
の
交
代
を
経
て
、
山

中
俊
雄
さ
ん
が
３
代
目
講
師
と
し

て
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
タ
バ
コ
農
家
を
し
て
い

た
山
中
さ
ん
。
趣
味
で
菊
づ
く
り

を
始
め
、
講
座
生
と
し
て
同
講
座

を
受
講
す
る
う
ち
に
、「
田
之
浦
・

森
山
菊
づ
く
り
講
座
」
の
講
師
を

任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後

現
在
の
講
座
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
タ
バ
コ
栽
培
で
培
っ
た
技
術
や
経
験
が
、
そ
う
し
た
活
動
の
中
で
役

立
っ
て
い
る
と
、
山
中
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

現
在
、
講
座
生
は
13
人
、
上
は
80
代
か
ら
下
は
30
代
ま
で
、
幅
広
い
年

齢
層
の
方
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
中
で
は
、
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、
葉
ボ
タ
ン
と
い
っ
た
草
花
の

他
、
季
節
の
野
菜
を
講
座
生
の
皆
さ
ん
が
希
望
す
る
も
の
を
作
り
、
そ
れ

ぞ
れ
自
宅
で
育
て
さ
せ
な
が
ら
、
月
２
回
の
講
座
の
日
に
出
来
具
合
を
見

て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
の
場
合
、
無
農
薬
栽
培
に
興
味

が
あ
る
方
も
多
く
、
木
酢
や
木
灰
で
害
虫
を
駆
除
す
る
方
法
を
考
え
た
り

す
る
そ
う
で
す
。

　
「
草
花
や
野
菜
を
上
手
く
育
て
る
に
は
、
天
候
に
も
左
右
さ
れ
る
け
れ

ど
、
一
番
は
人
の
管
理
次
第
」
と
語
る
山
中
さ
ん
。
出
来
具
合
に
は
個
人

差
が
あ
り
ま
す
が
、
野
菜
が
実
っ
た
り
、
キ
レ
イ
な
花
が
咲
い
た
時
が
一

番
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
２
月
は
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に

向
け
て
、
11
月
か
ら
は
出
展
の
準
備
を
始
め
る
予
定
で
す
。

志
の
種
vol. １

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
の
生
涯
学
習
講
座
や

サ
ー
ク
ル
と
主
催
者
を
、
楽
し
み
や
生
き
が
い
を
提

供
す
る
「
志
の
種
」
と
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

  「
あ
り
が
と
う
」

　

父
は
、晩
年
に
そ
の
言
葉
を
口
に
し
ま
し
た
。

　

末
期
ガ
ン
の
た
め
、
日
を
追
う
ご
と
に
体

力
が
落
ち
、
剛
健
だ
っ
た
父
だ
っ
た
が
、
人

の
支
え
が
無
い
と
立
つ
こ
と
も
で
き
な
く
な

り
、
箸
さ
え
も
落
し
て
し
ま
う
ほ
ど
に
萎
え

て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
ト
イ
レ
は
自
分
で
と
、
最
後

の
時
ま
で
ポ
ー
タ
ブ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
母
や
私
の
力
を
借
り
、
よ
ろ
け
る

足
で
用
を
足
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、父
が「
ト
イ
レ
、ト
イ
レ
」

と
切
羽
詰
っ
た
声
で
私
を
呼
び
ま
し
た
。
す

ぐ
に
準
備
し
た
の
で
す
が
、
下
着
を
下
ろ
し

た
瞬
間
、
便
器
の
外
に
漏
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
未
熟
な
私
は
、「
ア
ー
ッ
」
と
声
を

出
し
、
父
を
便
器
に
座
ら
せ
た
ま
ま
、
床
の

掃
除
を
始
め
ま
し
た
。
父
は
何
も
言
わ
ず
に

冷
た
い
便
器
に
座
っ
て
い
ま
す
。
カ
ー
ペ
ッ

ト
の
汚
れ
を
ゴ
シ
ゴ
シ
拭
い
て
い
る
と
、
看

護
婦
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
す
ぐ
に
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
汚
し
て

し
ま
っ
て････

」

　

す
る
と
、
看
護
婦
さ
ん
は
「
大
丈
夫
で
す

よ
」
と
言
っ
て
慣
れ
た
手
つ
き
で
汚
れ
を
拭

き
取
り
、
父
を
ベ
ッ
ド
に
寝
か
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
謝
る
私
を
外
に
連
れ
出
し
、

「
そ
ん
な
風
に
謝
っ
て
は
ダ
メ
、
お
父
さ
ん

が
気
に
し
ま
す
よ
。
こ
ん
な
時
は
、
い
っ
ぱ

い
出
て
良
か
っ
た
ね
っ
て
言
っ
て
あ
げ
な
い

と
、そ
れ
が
お
父
さ
ん
へ
の
思
い
や
り
で
す
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
父
の
無
念
そ

う
な
顔････

。
私
が
謝
る
こ
と
で
父
を
追

い
こ
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
私
は
、

そ
の
時
初
め
て
本
当
の
思
い
や
り
が
何
か
が

わ
か
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
病
室
に

戻
り
、
父
に
、

「
新
聞
紙
敷
い
て
た
か
ら
汚
れ
な
か
っ
た
よ
」

と
伝
え
ま
し
た
。

　

父
は
、
ホ
ッ
と
し
た
の
で
し
ょ
う
「
そ
う

か
」
と
言
っ
て
安
心
し
て
眠
り
ま
し
た
。

　

今
で
も
父
に
悪
い
こ
と
を
し
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

で
も
、
こ
の
こ
と
は
、
父
が
私
に
し
て
く

れ
た
最
後
の
躾
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
本
当
の
思
い
や
り
が
で
き

る
人
に
な
ろ

う
。
そ
ん
な

志
を
胸
に
努

力
し
て
い
き

ま
す
。

志布志市文化会館改修工事終了のお知らせ
　文化会館では、８月からホール棟の空調設備改修工事・
便所改修工事を行っておりましたが、事故なく無事に工
事を終えることが出来ました。
　工事期間中、施設ご利用の皆様には、大変ご不便をお
掛けしましたが、ご協力ありがとうございました。
■問い合わせ先　志布志市教育委員会
　生涯学習課生涯学習係　
　℡４７２－１１１１（内線３３３）

市体育指導委員主催
ミニバレーボール大会を開催します。
■日時　12 月 12 日（日）
　　　　9 時 30 分開会式　10 時開始
■場所　志布志運動公園体育館
■参加資格　健康であればだれでも参加できます。
■チーム編成　 1 チーム 8 人（うち補欠 2 人）6 人制で

行います。
■参加申込み　 申込用紙に参加料を添えて申し込んでく

ださい。
■参加料　1 チーム　1,000 円　
■申込期間　11 月 26 日（金）まで※先着 20 チーム
■申込み先・問い合わせ先
●市教育委員会生涯学習課　生涯スポーツ係　　　　　
　　℡ 472-1111（内線 331）　Fax 473-1880
●有明教育分室　　℡ 474-1111（内線 261）
●松山教育分室　　℡ 487-2111（内線 262）

第９回Ｂ＆Ｇ会長杯志布志市バドミントン大会

■日　時　12 月 12 日（日）
 　  8 時 40 分開会式　9 時開始
■場　所　有明総合体育館
■参 加 料　一般１，０００円（昼食代、保険料等）
　　　　　　学生７００円　※大会当日に徴収します。
■そ の 他　 昼食は豚汁を準備します。各自おにぎりを

持参してください。
■申込期日　11 月 26 日（金）　
■申 込 先　生涯学習課　生涯スポーツ係　
 　　℡　099-472-1111（内線 332）
　　　有明・松山教育分室でも申し込みできます。

生涯学習のマスコット
　キャラクター「マナビィ」

教育委員会情報ネット
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山中さん（左から２人目）を中心に活動しています

第
１
回
志
布
志
市
「
志
」
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
紹
介

志
特
別
賞
（
さ
ん
ふ
ら
わ
ぁ
賞
）

　
　
　「
本
当
の
思
い
や
り
」

半
仁
田 

由
美
子
さ
ん
（
48
歳
　
会
社
員
　
鹿
児
島
県
大
崎
町
）

志
エ
ッ
セ
イ
は
志
布
志
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

（http://m
anabiya.m

ain.jp/

）
で
も
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

挿絵：野呂　千鶴子さん
（生涯学習講座、日本画講師）

成人式開催のご案内
みんなで祝おう　20 歳の出航『成
人式』
■日時　平成 23 年１月４日（火）
　　　　午後１時受付
■会場　志布志市文化会館
■対象者　
　 平成２年４月２日～平成３年４月１日までに生まれた人
■内容　 オープニング、新成人の抱負、記念撮影等
■問い合わせ先　

●教育委員会生涯学習課
　℡４７２―１１１１（内線 335）
●松山教育分室
　℡４８７―２１１１（内線 262）
●有明教育分室
　℡４７４―１１１１（内線 262）
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市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

健
康
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

　

10
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
て
っ
ぱ
ん
」
の
放
送
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、
街
中
の
人

た
ち
が
同
じ
ダ
ン
ス
を
い
か
に
も
楽
し
げ

に
踊
っ
て
い
る
シ
ー
ン
を
見
て
、
非
常
に

驚
き
ま
し
た
。

　

健
康
増
進
の
た
め
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

健
康
体
操
を
作
り
、
そ
れ
を
市
民
の
皆
様

が
一
斉
に
踊
っ
て
い
る
…
、
目
標
に
向

か
っ
て
全
市
民
が
参
加
す
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
本
市
で
は
始
め
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
風
景
は
、

ま
さ
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
だ
と
感
じ

た
か
ら
で
す
。

　

現
在
、
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
事

業
が
完
了
し
た
後
に
放
送
開
始
予
定
の
市

民
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利
用
し
て
、
こ
の
よ
う

な
全
市
民
参
加
型
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
前
回
ご
紹
介
し
た
平
成
22
年
度

四
半
期
に
お
け
る
国
保
の
総
医
療
費
増
加

率
に
続
い
て
、
第
２
四
半
期
の
増
加
率
の

報
告
が
あ
り
、
結
果
は
マ
イ
ナ
ス
6.6
％
と

い
う
、前
回
を
少
し
下
回
る
数
字
で
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
開
始
に
よ

る
対
象
者
減
の
影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
算
出
し
た
一
人
当

た
り
の
医
療
費
の
増
加
率
も
、
マ
イ
ナ
ス

4.1
％
と
い
う
数
字
が
報
告
さ
れ
て
い
て
、

１
年
で
マ
イ
ナ
ス
４
～
５
％
も
可
能
で
は

な
い
か
と
期
待
が
持
て
る
、
大
変
良
い
流

れ
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
の
市
町
村
国
保
に

お
け
る
一
人
当
た
り
医
療
費
の
状
況
に
つ

い
て
、離
島
を
除
い
た
25
市
町
村
の
う
ち
、

志
布
志
市
は
３
番
目
に
医
療
費
が
安
い
ま

ち
で
あ
る
と
い
う
嬉
し
い
結
果
が
出
て
い

ま
す
。「
医
療
費
の
安
い
ま
ち
」
は
、「
健

康
な
ま
ち
」
に
繋
が
り
ま
す
。
健
康
増
進

に
対
す
る
市
民
の
皆
様
の
取
り
組
み
に
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
協
力

を
賜
り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
精
進
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
本
市
で
は
地
域

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、地
域
ら
し
さ
、

特
産
を
魅
力
的
に
外
へ
発
信
し
、
地
域
に

目
を
向
か
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
ち
お
こ

し
の
為
の
有
効
な
手
段
で
す
。
Ｂ
―
１
グ

ラ
ン
プ
リ
な
ど
、
ご
当
地
Ｂ
級
グ
ル
メ
が

注
目
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
先
述
の
ド
ラ
マ

の
舞
台
と
な
っ
た
広
島
県
尾
道
市
も
ま

た
、Ｂ
級
グ
ル
メ
で
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
で
も
、
Ｓ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
が

開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
は
商
工
会
と
地
元

飲
食
店
が
開
発
し
た「
ち
り
め
ん
三
昧
丼
」

が
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
べ
物
の
み
な
ら
ず
、
本
市
が
取
り
組

ん
で
い
る
環
境
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
そ
し
て
健
康

も
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
と
し
て
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
風
邪
の
流
行
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
予
防
を
万
全
に
、
お
体
に
気
を

つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel	474-1111（内線 252・256）

　

10
月
22
日
、
志
布
志
市
内
の
共
生
・
協

働
・
自
立
の
地
域
社
会
づ
く
り
の
理
解
促

進
・
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
内

に
お
い
て
先
進
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
南
さ
つ
ま
市
長
谷
集
落
の
現
地
研
修
を

実
施
し
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
、
共

生
協
働
推
進
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
連
絡
協

議
会
か
ら
合
わ
せ
て
29
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

長
谷
集
落
は
、
近
年
人
口
減
少
が
著
し
く

過
疎
・
高
齢
化
の
進
ん
だ
い
わ
ゆ
る
「
限
界

集
落
」
と
呼
ば
れ
る
集
落
で
す
が
（
16
世
帯

26
名
、
高
齢
化
率
約
85
％
）、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
南
か
ら
の
潮
流
」
と
連
携
し

て
、
集
落
内
の
自
然
溢
れ
る
豊
か
な
資
源
を

活
か
し
な
が
ら
、
田
植
え
体
験
や
陶
芸
な
ど

都
市
住
民
と
交
流
を
含
め
た
様
々
な
体
験
活

動
を
展
開
し
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
元
気
な
集
落
で
す
。

　

当
日
は
、
午
前
に
長
谷
集
落
の
地
域
活

性
化
の
取
り
組
み
を
手
掛
け
て
い
る
前
述

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
田
代
昌
弘
理
事
長
か
ら

ご
講
話
い
た
だ
き
、
集
落
の
婦
人
会
手
作

り
の
昼
食
を
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
後
、

午
後
か
ら
は
整
備
さ
れ
た
体
験
型
交
流
施

設
や
集
落
内
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

見
て
回
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
八
野
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く

り
委
員
会
の
今
別
府
委
員
長
は
「
私
の
地

域
も
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
長
谷
集
落
の
取
り
組
み
は
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
八
野
地
区
も
今
の
う

ち
に
何
か
手
立
て
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
内
で
も
過
疎
・
高
齢
化
が
進

む
地
域
が
増
え
担
い
手
が
不
足
し
て
い
く

中
、
外
部
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
大
学
）
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い

る
長
谷
集
落
の
取
り
組
み
は
と
て
も
参
考

と
な
る
も
の
で
し
た
。
来
年
２
月
に
は
、

市
内
の
各
地
区
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員

会
の
現
地
活
動
報
告
会
を
行
う
予
定
で

す
。
そ
の
報
告
は
、
23
年
３
月
号
で
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
等
先
進
地
研
修

参加者の皆さん

講話をする田代理事長
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■歳入歳出予算執行状況■　　　　　　　　　　 （単位 : 千円    %）
区　分 予 算 現 額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

一 般 会 計 24,059,988 12,463,564 51.8 7,512,577 31.2

特
別
会
計

国民健康保険 4,838,673 1,919,196 39.7 1,863,582 38.5
老 人 保 健 7,030 119 1.7 108 1.5
後期高齢者医療 338,993 91,739 27.1 83,446 24.6
介 護 保 険 3,313,204 1,521,680 45.9 1,366,498 41.2
下 水 道 管 理 305,170 153,713 50.4 131,587 43.1
公共下水道事業 2,589 2,845 109.9 1,266 48.9
国 民 宿 舎 110,031 58,452 53.1 54,252 49.3

　 合 　 計 　 32,975,678 16,211,308 49.2 11,013,316 33.4

■水道事業会計執行状況■　　　　（単位 : 千円    %）
区　分 予 算 現 額 執 行 済 額 執行率

収
益
的

収 益 569,389 282,785 49.7
支 出 556,210 137,964 24.8
小 計 1,125,599 420,749 37.4

資
本
的

収 益 81,609 0 0.0
支 出 425,920 127,275 29.9
小 計 507,529 127,275 25.1

　 合 　 計 　 1,633,128 548,024 33.6

　地方自治法第 243 条の３第１項及び志布志市財政状況の公表に関する条例第２条第１項の規定に
基づき、平成 22 年９月 30 日現在（前年度からの繰越事業を含む）の執行状況を公表します。
　なお、平成 21 年度の決算状況については、12 月号に掲載する予定です。

■一般会計内訳■　　　　　（単位 : 千円   %）
区　分 予 算 現 額 収入済額 収入率

歳

入

市 税 3,006,891 2,041,767 67.9
地方交付税 7,468,849 5,247,921 70.3
国庫支出金 6,999,723 3,732,104 53.3
県 支 出 金 1,569,400 156,193 10.0
繰 入 金 263,592 0 0.0
諸 収 入 472,242 268,976 57.0
市 債 2,763,900 7,400 0.3
そ の 他 1,515,391 1,009,203 66.6

　 合　 計　 24,059,988 12,463,564 51.8

区　分 予 算 現 額 支出済額 支出率

歳

出

総 務 費 6,922,911 855,368 12.4
民 生 費 6,054,398 2,269,132 37.5
農林水産業費 1,872,453 536,712 28.7
土 木 費 1,926,066 547,176 28.4
教 育 費 1,992,210 910,612 45.7
災害復旧費 221,346 24,184 10.9
公 債 費 2,444,398 1,211,861 49.6
そ の 他 2,626,206 1,157,532 44.1

　 合　 計　 24,059,988 7,512,577 31.2

　世界的にも稀少なホワイトライオンによる
「猛獣ショー」、地上 15 メートルの「空中大
車輪」、キリン、シマウマが演じる「サファ
リスペクタル」、ロシアン空中アクロバット
など、見どころいっぱいです。
■開演期間
 1回目　2回目　3回目
　月～水曜日 11:00　13:40
　  金 曜 日  13:00　15:40
　土・日・祝日
　１/３・４日 

10:20　13:00　15:40

　１ 月 １ 日  13:00　15:40
■入場料（一般席）
　前売券　大人 2,500 円　こども 1,500 円
　当日券　大人 2,800 円　こども 1,800 円
　※前売り指定席券につきましては公演事務
　　局までお問い合わせください。
■問い合わせ先　木下サーカス鹿児島公演事務局
　　　　　　　　℡099-251-0450
　URL = http://www.kinoshita-circus.co.jp
■主催　南日本新聞社　■後援　鹿児島県ほか

■問い合わせ先　本庁財務課財政係　℡ 474-1111（内線 246）

平成 22 年度上半期の執行状況を公表します
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①職員の競争試験（平成 21 年度）

区　分 申込者数 第1次受験
者数（A）

第 1 次
合格者数

最終合格
者数（B）

競争率
（A）/（B）

一般事務Ａ 54 50 12 5 10
一般事務Ｂ 16 15 3 1 15
土木技術職 ６ ５ 1 0 0

計 76 70 16 6

②職員の採用及び退職の状況
（1）職員の採用の状況　　　　　　　　　（平成 21 年度）

区　分 競争試験 計男性 女性

職　種 一般事務 A 5 0 5
一般事務 B 1 0 1

計 6 0 6

（2）職員の退職の状況（平成21年4月1日～平成22年3月31日）
区　分 男性 女性

定 年 退 職 6 2 8
勧 奨 退 職 0 1 1
その他退職 2 1 3

計 8 4 12

③職員の勤務時間、休暇及び旅費等に関する勤務条件の状況
（1）職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）

１週間の
勤務時間 開始時刻 終了時刻 休息時間 休憩時間

40 時間 午前8時30分 午後5時15分

正午から午後零
時15分まで及び
午後5時から午
後5時15分まで

午後零時15分
から午後1時
まで

（2）年次有給休暇の取得状況（平成21年1月1日～12月31日）
総付与日数

Ａ
総使用日数

Ｂ
対象職員数

Ｃ
平均取得日数

Ｂ/Ｃ
消化率
Ｂ / Ａ

13,908 日 4114.75日 362人 11.37日 29.59％

（3）育児休業の状況　　　　　　　　　　（平成 21 年度）
区　　分 男性 女性 計

育児休業の承認件数 0 4 4
育児休業期間延長の承認件数 0 0 0

（4）旅費制度の概要　　　　　　　　　　（平成 21 年度）

区　分 日　　当 宿泊料（1夜につき） 食卓料（1
夜につき）

甲地方（県
外片道150km
以上の地域）

乙地方
（県内）

甲地方（県
外片道150km
以上の地域）

乙地方
（県内）

市　長 3,000 2,200 14,800 13,300 3,000
副市長
教育長 2,600 2,000 13,100 11,800 2,600

一般職員 2,200 1,800 10,900 9,800 2,200
※　別途半日当地域及び日当なし地域の定めがあります。

④職員の分限及び処分の状況
（1）分限処分者数（平成 21 年度）

区　　分 降任 免職 休職 降級 計
心身の故障の場合 3 3
※　勤務実績が良くない場合・職に必要な適格性を欠く
　　場合・職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、
　　過員を生じた場合・条例で定めた事由による場合の
　　分限処分はありませんでした。

（2）懲戒処分
区　　分 戒告 減給 停職 免職 計

全体の奉仕者たるに
ふ さ わ し く 非 行 の
あった場合

1 1 2

⑤職員研修の状況
区　分 回数（回） 人数（人）

一 般 研 修 自治研修所 8 38
専 門 研 修 自治研修所等 7 9
市単独研修 係長研修ほか 2 114

合　計 17 161

⑥職員の健康管理等に関する福祉の状況
（1）職員の健康診断の状況（平成 21 年度）

区　分 受診者数（人）
定期健康診断 506（臨職含む）
人 間 ド ッ ク 131　　  　　　

（2）互助会への公費負担（平成 21 年度）
会員数 公費負担額 会員掛金総額 公費負担率 公費負担内容
371人 2,000千円 2,226千円 47.33% 人間ドック補助金

⑦職員の勤務条件に関する措置要求及び不利益処分に関
　する不服申立等の利益の保護の状況

（1）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 21 年度）
　　該当なし

（2）不利益処分に関する不服申立ての状況（平成 21 年度）
　　該当なし
⑧公平委員会の業務の状況

（1）勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 21 年度）
　　該当なし

（2）不利益処分についての不服申立ての状況
　　該当なし

人事行政の運営等の状況の公表
　志布志市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成 18 年志布志市条例第 191 号）第 6 条の規定により、志布
志市における平成 21 年度人事行政の運営等の状況を次のとおり公表します。

志布志市人事行政の運営等の状況について公表します
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⑪部門別職員数の状況
区分

部門
職員数（人） 対前年増減数（人）

平成20年 平成21年 平成20年 平成21年

福
祉
関
係
を
除
く

　
　
　
　
一
般
行
政

議　会 5 5 0 0
総　務 90 86 △ 4 △ 4
税　務 33 34 1 1
農林水産 56 53 △ 1 △ 3
港湾商工 10 9 2 △ 1
土　木 32 30 △ 3 △ 2
小　計 226 217 △ 5 △ 9

福
祉
関
係

民　生 42 39 △ 6 △ 3
衛　生 28 28 3 0
小　計 70 67 △ 3 △ 3

一般行政計 296 284 △ 7 △ 12
特
別

行
政

教　育 52 48 △ 9 △ 4
小　計 52 48 △ 9 △ 4

公
営
企
業
等

水　道 13 13 0 0
下水道 2 2 0 0
その他 12 13 1 1
小　計 27 28 1 1

総合計 375 360 △ 16 △ 15
※ 1 職員数は、一般職に属する職員数です。（教育長
 を含み、臨時又は非常勤職員を除きます）。
※ 2 公営企業等の「その他」には、国保事業及び介護
 保険事業に従事する職員数を計上しています。

⑧特殊勤務手当の状況
手 当 名 内　容 金額（円）

税務手当 賦課徴収事務・臨戸徴収事務
（賦課）月　1,500
（徴収）月　3,000
（臨戸徴収）日300

防疫手当 感染症患者の救護作業ほか 日　　　300
徴収金徴収手当 市の収入金の徴収事務 日　　　300
保健師手当 保健師の業務 月　 　1,000
旅行病人及び行旅
死亡人取扱手当 行旅病人又は行旅死亡人の取扱（保護等）日    500

（収　容）日 1,000
用地交渉手当 公共用地取得等の交渉業務 日　　　300
ケースワーカー手当 ケースワーカーの業務 月　　 5,000

①職員給与の状況（一般会計決算）
一般職員

（Ａ）
給与費 一人当たり

給与費（B/A）給　料 職員手当 計（Ｂ）
人

348
千円

1,337,380
千円

729,432
千円

2,066,812
千円

5,939
※ 1　職員手当には退職手当を含みません。
※ 2　職員数には教育長を含んでいます。

②歳出総額に占める職員給与費の割合（一般会計決算）
歳出総額（A） 給与費（B） 給与費率（B/A）

千円
19,719,836

千円
2,973,283

%
15.1

※  　給与費には特別職分（市長、副市長）を含んでいます。

③職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（平成 21 年 4 月 1 日現在）

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 円
327,105

円
387,313

歳
42.6

技能労務職 350,820 359,060 54
※ 平均給与額は、平均給料月額に扶養手当、通勤手当、
 住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など加えた 
 ものです。
④職員の初任給の状況　　　　  （平成 21 年 4 月 1 日現在）

区　分 一般行政職 技　能　職 国の制度
（行政職）

大学卒 円
161,600

円 円
172,200

高校卒 140,100 137,200 140,100

⑤一般行政職の級別職員数の現状（平成 21 年 4 月 1 日現在）
区　分 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級

標準的な
職務内容 課 長 課 長 課長補

佐・主幹
主 任 主
査・係長

係長・主
査・技
術主査

主 事・
技 師

主事・技
師・主事
補・技師補

職員数
（人） 1 28 117 50 48 28 12

構成比
（％） 0.4 9.9 41.2 17.6 16.9 9.8 4.2

⑥期末勤勉手当の支給率　　　　　　　　　　　　（月分）

区　分 支給期別支給率 支給率計6 月期 12 月期
志布志市 1.95 2.2 4.15

国 1.95 2.2 4.15

⑦退職手当の支給率　　　　　　　　　　　　　　（月分）
区　分 20 年勤続の者 25 年勤続の者 35 年勤続の者 最高限度
支給率 32.76 41.34 59.28 59.28

⑨その他の手当の状況　　　（平成 21 年 4 月 1 日現在）
区
分 内容 金額 国の制度

との異同
国の制度と
異なる内容

扶

養

手

当

・配偶者
円

13,000

　同　じ
・配偶者以外 1 人につき 6,500
・配偶者のいない職員の
   扶養親族（1人目のみ） 11,000

・16歳から22歳までの扶 
   養親族（1人につき）

5,000
（加算）

住
居
手
当

・借家（支給限度額） 27,000（借家）同じ

・持家 2,500（持家）異なる

（持家）
新 築 又 は 購
入 の 日 か ら
5 年間まで

通
勤
手
当

・支給限度額（40km以上）
15km未満
600円/1km（2km未満を除く）
15km以上
8,900円+2,400/5km

20,900 異なる
（支給限度額）

60km 以上
24,500

⑩特別職の報酬等の状況　　　　（平成 21 年 4 月 1 日現在）
区　分 給料月額（円） 区　分 報酬月額（円）
市　長 763,200 議　　長 402,800
副市長 600,300 副 議 長 316,600
教育長 559,800 各委員長 308,500

議　　員 294,000
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生物多様性について考えてみましょう

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！
二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 抑 制 に 努 め ま す

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

毎月第２月曜日は…

掘り出し物市！午前 10 時～
※中止の場合もありますので、事前にご確認ください。
場所：そおリサイクルセンター（電話：099-471-6050）

至志布志至鹿屋 Ｒ220

ココ

菱
田
橋

省
エ
ネ
法
の
改
正

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
大
部
分
を
海
外
に
依

存
し
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
更
な
る

燃
料
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
す
。
ま
た
昨
年
9
月
に
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
新
た
な
削
減
目
標
と
し
て

２
０
２
０
年
ま
で
に
１
９
９
０
年
比
で
25
％

削
減
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
更
な
る
温

暖
化
対
策
の
実
施
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
20
年

5
月
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に

関
す
る
法
律
（
省
エ
ネ
法
）」
が
改
正
さ
れ
、

平
成
22
年
4
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
規
制
対
象
の
事
業

者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
範
囲
が
、
工
場
・
事

業
場
ご
と
に
管
理
す
る
こ
と
か
ら
事
業
者
全

体
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
へ
変
更
と
な
り
、

一
定
以
上
（
原
油
換
算
で
年
間
１
５
０
０
kl

以
上
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
事
業
者

は
「
特
定
事
業
者
」
と
し
て
指
定
を
受
け
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
努
め
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
の
平
成
21
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
は
１
５
３
６
kl
で
あ
っ
た
た
め
、
経
済
産

業
省
か
ら
「
特
定
事
業
者
」
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

「
特
定
指
定
業
者
」
と
し
て
の
責
任

　

特
定
事
業
者
は
次
の
事
項
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１　

 

事
業
者
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
行

う
者
と
し
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
統
括

者
」
の
選
任

２　

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
統
括
者
の
補
佐
を
す

る
者
と
し
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
企
画

推
進
者
」
の
選
任

３　

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
届
出
書
、
定
期

報
告
書
、
中
長
期
計
画
書
の
提
出

４　

 

判
断
基
準
の
遵
守（
管
理
基
準
の
設
定
、

省
エ
ネ
措
置
の
実
施
等
）

５　

 

年
平
均
1
％
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

原
単
位
の
低
減

　

多
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
、
地
球
温

暖
化
の
要
因
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
多
量

排
出
す
る
事
業
者
と
し
て
、
責
任
を
も
っ
て

省
エ
ネ
に
取
り
組
み
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削

減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み

　

平
成
19
年
度
か
ら
、
本
市
で
は
、
市
組
織

（
市
長
部
局
、
教
育
委
員
会
及
び
市
の
教
育

機
関
、
議
会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
、
監
査
委
員
事
務
局
、
農
業
委
員
会
事

務
局
、
水
道
局
）
で
行
う
全
て
の
事
務
及
び

事
業
に
お
い
て
、
志
布
志
市
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
庁
舎
管
理
及

び
全
職
員
で
下
表
の
項
目
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
更
に
強
化
し
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
動
を
推
進
し
て
い
き
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
を
年
平
均
1
％
以
上
削
減
す
る

こ
と
に
向
け
、
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
だ
け
で
な
く
市
全
体
と
し

て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
取
り
組

む
た
め
に
、
エ
コ
ラ
イ
フ
55
運
動
や
環
境
家

計
簿
の
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
も
推
進
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

１ 省資源・省エネルギーの
推進

①電気使用量の削減
②燃料（ガソリン等）使用量の削減
③水道使用量の削減
④紙使用量の削減

2  環境に配慮した製品の購
入及び使用の促進

① 低公害車及び低燃料費かつ低排出ガス
認定車の購入

② 環境配慮型の製品の購入及び利用等

3  廃棄物の減量化とリサイ
クルの推進

①廃棄物の発生抑制・減量化の推進
②廃棄物の徹底した分別

4 その他地球温暖化防止に
向けた取り組みの推進

①緑のカーテンの展開
②職場における環境研修の実施
③ 公共施設の建設にあたっての取り組み

　容器包装リサイクル法に基づき、事業者や市町村、
消費者が連携して社会全体としてリサイクル（再商品
化）の合理化・効率化が図られた場合は、その成果
として事業者から市町村に資金が拠出される制度によ
り、平成 21 年度分の再商品化合理化拠出金が支払わ
れました。
　その額は、1,186 万 9,167 円で、鹿児島県内で最も
多い額でした。
　拠出金の分配は、引き渡すもの（プラスチック製容
器包装やガラスびん、PET ボトル、紙製容器包装）の
品質などにより決定されます。
　本市が引き渡すプラスチック容器包装等は、異物混
入や汚れの程度が低く、品質がたいへん優れていたた
め、他市町村と比較し、拠出金が高額になったと思わ
れます。
　このことは市民の皆様によるごみの分別の徹底を行っ

ていただいた賜物と思っています。
　これからも、ごみの分別の徹底、リサイクルの推進に
向けて、市内一丸となって取り組んで参りますので、御
協力をよろしくお願いします。

（参考）	平成 21 年度市町村・一部事務組合再商品化合
理化拠出金分配一覧

（鹿児島県上位５位までを抜粋）
順位 市町村・一部事務組合名 分配額（円）

１ 志布志市 11,869,167
２ 薩摩川内市 10,112,505
３ 鹿児島市 9,292,626

４ 南薩地区衛生管理組合
（ 枕崎市、南さつま市、南九州市） 6,733,003

５ 霧島市 6,061,333
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11
月
は
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
で
す

　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年

11
月
を
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の

啓
発
活
動
や
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と

り
が
「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
か
け
た
ら
す

ぐ
電
話
を
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
の
な
い
住
み

よ
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

	

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　

℡
０
９
９
―
２
８
６
―
３
８
１
０
（
サ
ン
パ
イ
ゼ
ロ
）

年
末
年
始
の
粗
大
ご
み
に
つ
い
て

　

粗
大
ご
み
の
回
収
は
、廃
棄
物
収
集
業
者
（
志
布
志
町
地
域
：

（
有
）
ミ
ヤ
ウ
チ
、
有
明
町
・
松
山
町
地
域
：
大
隅
衛
生
企
業

（
有
））
に
よ
る
予
約
制
の
戸
別
収
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
年
末
年
始
は
粗
大
ご
み
の
収
集
依
頼
が
集
中
す
る

た
め
、
ご
希
望
の
日
程
と
お
り
に
回
収
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
町
地
域　

　
　

(

有)

ミ
ヤ
ウ
チ	

℡
４
７
３
―
１
１
９
９

　

有
明
町
・
松
山
町
地
域

　
　

大
隅
衛
生
企
業(

有)	

℡
４
７
１
―
６
０
７
０

生
物
多
様
性
と
は

　

国
は
、
平
成
20
年
6
月
に
生
物
多
様
性
基
本
法
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
中
で
「
生
物
多
様
性
と
は
、
様
々
な
生
態
系
が
存

在
す
る
こ
と
並
び
に
生
物
の
種
間
及
び
種
内
に
様
々
な
差
異
が

存
在
す
る
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
上
に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
生
物
種
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
環
境
に
応
じ
た
相
互
の
関
係
を
築
き
な
が
ら
多
様
な
生
態
系

を
形
成
し
、
地
球
環
境
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま

す
。
自
然
が
創
り
出
し
た
こ
の
多
様
な
生
物
の
世
界
を
総
称
し

て
「
生
物
多
様
性
」
と
言
い
ま
す
。

ミ
ツ
バ
チ
が
激
減

　

昨
年
か
ら
、
世
界
中
で
ミ
ツ
バ
チ
が
激
減
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
ミ
ツ
バ
チ
は
蜂
蜜
を
採
取
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
果
樹
、
メ
ロ
ン
、
イ
チ
ゴ
な
ど
の
受
粉
に
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
ミ
ツ
バ
チ
の
減
少
は
、
そ
れ
ら
の
生
産
量
が
減
少

し
食
糧
不
足
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
開
催

　

先
月
、
愛
知
県
名
古
屋
市
で
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約

国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
①

生
物
多
様
性
の
大
切
さ
の
確
認
と
②
途
上
国
の
生
物
を
利
用
し

先
進
国
が
医
薬
品
な
ど
を
製
造
し
利
益
を
得
て
い
る
こ
と
の
利

益
配
分
に
つ
い
て
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
い
の
ち　

謙
虚
に
受
け
止
め
よ
う

　

こ
の
一
例
を
見
て
も
生
物
多
様
性
は
重
要
で
あ
り
、
地
球
上

の
生
物
が
皆
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
21
。
私
た
ち

は
経
済
的
な
発
展
と
生
物
多
様
性
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
の
で
は

な
く
、
そ
の
両
方
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
類
の
誕
生
は
、
地
球
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
最
近
の
こ
と
で

す
。
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
生
き
物
か
ら
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
「
い
の
ち
」
は
地
球
上
の
す
べ
て
の
「
い
の
ち
」
と

と
も
に
あ
る
こ
と
を
謙
虚
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2010.11 ■市報しぶし　20

平 成 2 1 年 度 分 再 商 品 化 合 理 化 拠 出 金 に つ い て



廃
プ
ラ
及
び
廃
農
薬
の
回
収
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

及
び
廃
缶
の
回
収
に
加
え
て
廃
農
薬
の
回

収
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
１
日
（
水
）

　
　
　

9
時
～
12
時　

13
時
～
15
時

（
雨
天
の
場
合
は
、
順
延
し
ま
す
。
そ
の

場
合
、防
災
無
線
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

■
場
所　

　

廃
プ
ラ
は
左
記
の
場
所
で
行
い
ま
す

が
、
廃
農
薬
だ
け
は
松
山
、
有
明
地
区
の

方
も
志
布
志
市
農
業
公
社
（
志
布
志
事
業

所
）
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
志
布
志
地
区　

 

志
布
志
市
農
業
公
社

（
志
布
志
事
業
所
）

●
松
山
地
区　
　

 

そ
お
鹿
児
島
農
協
選
果
場

（
泰
野
）

●
有
明
地
区　
　

 

あ
お
ぞ
ら
農
協
野
神

　
　
　
　
　
　
　

FA
茶
工
場

■
対
象

　

有
効
期
限
切
れ
農
薬
で
使
用
す
る
見
込

み
の
な
い
も
の
、
登
録
が
失
効
し
た
も
の

な
ど
、
農
家
の
皆
様
が
廃
棄
を
希
望
す
る

農
薬
を
回
収
処
理
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
農
薬
以
外
の
も
の
が
混
入
し

た
り
液
漏
れ
し
て
い
る
場
合
は
、
原
則
回

収
し
ま
せ
ん
。

■
処
理
料
金　

下
表
参
照

■
注
意　

 

当
日
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
生
産
流
通
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
４
３
３
）
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畑かん用水を使う場合には利用料金がかかります。
　畑地かんがい施設は、曽於東部、曽於南部の土地改良区が中心になって、施設
の維持管理を行っています。

※	年間利用料金は、平成 22 年 10 月現在の価格で、今後、変更になる場合もあり
ます。

やっちくまつり、有明ふるさとまつりでも散水器具の展示を行います。
　11 月 14 日（日）と、12 月５日（日）に行われる予定のまつり会場で散水器具の展示を行いますので、是非
ともお越しください。

区　分 年間利用料金
（10 ａ当たり）

普通畑 3,600 円
ハウス 6,000 円
茶　園 12,000 円

散水器具のお申し込みはお早めに！

　問い合わせ先
　市役所農政課畑かん推進室　　℡ 099-474-1111(431)　 　県畑かんセンター　　℡ 099-482-2547
　松山支所産業振興室　　　　　℡ 099-487-2111(235) 　　曽於東部土地改良区　℡ 099-487-2986
　志布志支所産業振興室　　　　℡ 099-472-1111(411) 　　曽於南部土地改良区　℡ 099-471-0171

種　類 粉剤、粒剤、水和剤 乳剤 銅、 亜 鉛、
塩素酸塩

テロン等土
壌消毒剤

クロールピク
リン スプレー缶剤 空容器（ガ

ラス、金属） その他

単　価 210 円 /Kg 210 円 /Kg 420 円 /Kg 840 円 /Kg 1,050 円 /Kg 1,050 円 /Kg 210 円 /Kg 随　時

若葉会　秋の大茶会（仮称）を開催します
　11 月 23 日は鹿児島県のお茶生産者で「お茶一杯の日」と定め、お茶に関する様々なイベ
ントが各地で開催されます。
　市内お茶農家の後継者で組織される若葉会では、この「お茶一杯の日」に合わせ下記のと
おり秋の大茶会（仮称）の開催を計画いたしました。
　お茶が恋しくなる季節になってきましたが、ぜひこの機会に志布志市のお茶を召し上って
みませんか？

①スーパーセンターニシムタ志布志店 ②サンポートしぶしアピア
◆日　時　11 月 23 日（火）　10:00 ～ 15:00
◆内　容　1）手もみ茶体験
　　　　　2）お茶試飲会（お茶菓子付）
　　　　　※限定 200 名様
　　　　　3）抽選会　※一人一回
　当日同会場にて配布いたします抽選券をお持
ちいただいた方を対象に、1/2 の確立で粗品が当
たる抽選会（クジ引き）を実施します。

◆日　時　11 月 23 日（火）10:00 ～ 13:00
◆内　容　1）お茶ミニ○×クイズ大会　
　　　　※対象：小学生
　　　　※ 正解者へは、アピア商品券をプレゼ

ント
　　　　　2） 若葉会イメージキャラクター応募

作品の展示

問い合わせ先　若葉会４0 周年記念事業　実行委員長　福田正和　℡ 475-2356

若葉会イメージキャラクター
わかばちゃん
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畑かん事業申込み期限迫る！
～畑かん散水器具が約２割の負担で設置できます～

　畑かんの県営事業は曽於東部地区（松山町、志布志町）が平成 23 年度、曽於南部地区（有明町）が平成 24 年度（一
部は平成 25、26 年度）まで実施する計画です。この県営事業実施期間中であれば、受益農家の方は 20.25％の
負担で散水器具を設置することができます。
　また、給水栓の設置についても県営事業期間中であれば無料で設置することができます。

県営事業が完了すると補助が無くなり、全額自己負担での設置になります。
　散水器具は、期限直前に申し込みされますと整備されるのにある程度の時間が必要であることや、予算が不足
する事態も想定されますので、お早めに市役所農政課畑かん推進室、松山支所産業振興室、志布志支所産業振興
室又は下記の土地改良区までお申し込みください。

地　区 申込期限 土地改良区名 住所・連絡先

曽於東部
（松山町、志布志町） 平成 23 年３月末 曽於東部

土地改良区
志布志市松山町新橋 268

（志布志市松山支所内）
℡ 099-487-2986

曽於南部
（有明町）

野 神、 山 重、 原 田、
蓬原の一部 平成 24 年３月末

曽於南部
土地改良区

大崎町野方 6482-7
（松ヶ鼻ﾌｧｰﾑﾎﾟﾝﾄﾞ横）

℡ 099-471-0171
伊崎田、野井倉、蓬
原の一部 平成 25 年３月末

原田の一部 平成 26 年３月末
※散水器具の種類によっては、補助対象とならない場合がありますのでご確認ください。

畑かん散水器具には、次のように様々な種類があります。

ロールカー
（走行式）

噴射ホース
（チューブタイプ）

スマートレイン
（走行式）

レインガン
（移動式）

スプリンクラー
30 番タイプ
（移動式）

概算農家負担額
300,000 円程度 / 台

（ 総 額 約 150 万 円 ）
60a 以上が条件

概算農家負担額
29,000 円程度 /10a
（総額約 14 万円）

概算農家負担額
600,000 円程度 / 台

（ 総 額 約 300 万 円 ）
2ha 以上が条件

概算農家負担額
47,000 円程度 /10a
（総額約 23 万円）

概算農家負担額
47,000 円程度 /10a
（総額約 23 万円）

※農家負担額は器具の形式や価格変動、畑の形状等により異なりますので、ご了承ください。
（金額は平成 20 年 10 月現在）

畑かん用水を使って経営の安定につなげよう！
～水利用による増収・品質向上を実証しています～

0

2,000

4,000

6,000

8,000

かん水

無かん水

キャベツ生姜にんじんさといも

主要作物のかん水による増収効果
（平成 19~20 年度の実証結果の平均値）

137%

127% 155% 121%

　は種や植え付け時にかん水すると発芽や活着が良
くなり、適期にかん水を行うことで、収量や品質が
向上することが、左記実証結果で明らかになってい
ます。
　また、雨待ち農業から天候に左右されない計画的
な作付けと収穫が可能となり、畑作経営の改善・合
理化を図ることが可能となります。
　左記以外でも、さつまいもで 118％、飼料作物で
110％の増収効果があり、その他露地野菜等について
も収量の増加が証明されています。
　本市では、さつまいもの後作に露地野菜のだいこ
ん、キャベツ、にんじん、かぼちゃなどを重点品目
として推進しています。是非とも水利用により安定
した農業経営を図ってください。
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■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）

フォーラム及び総決起大会を開催しました‼

　志布志港湾振興協議会（会長本田市長）と志布志市は、
10 月 12 日、志布志市運動公園体育館にて志布志港国際
バルク戦略港湾フォーラムと選定推進総決起大会を開催
しました。来賓に、森山ひろし衆議院議員、山田裕章鹿
児島県副知事を迎え、県議会議員、大隅総合開発期成会
や南九州総合開発協議会の構成市町の首長、議長、鹿児
島県、宮崎県の畜産、建設、農協関係者など約 800 人が
参加しました。
　決起大会の中で、サイロ会社代表として志布志サイロ

（株）小出孝文代表取締役社長、畜産関係代表として（株）ジャパンファーム山下保美執行役員生産事業
本部長、大隅地域市町代表として嶋田芳博鹿屋市長、宮崎県南地域市町代表として野村秀雄都城市副市長

（代読）、志布志市議会代表として上村環議長がそれぞれの立場で国際バルク戦略港湾選定へのアピールを
行い、全農サイロ（株）志布志支店乾敏明取締役支店長が大会決議を読み上げ、採択されました。最後に（株）
上組志布志支店井上博信常務執行役員支店長のガンバロー三唱で大会を閉じました。
　今後も、この国際バルク戦略港湾に志布志港が選定されるよう、様々な活動をしていきます。市民の皆
様には、署名等でご協力をお願いすることになると思いますが、ご協力をよろしくお願いいたします。

国際バルク戦略港湾選定へ向けて

　本田修一市長と上村環議長は、10 月 18 日、鹿児島県選出の衆議院、参議院両議員と国土交通省に対し
て志布志港を国際バルク戦略港湾へ選定するよう要望活動を行いました。19 日には国土交通省市村浩一郎
政務官、20 日には馬渕澄夫国土交通大臣へそれぞれ要望を行いました。
　今後も志布志港の国際バルク戦略港湾選定へ向け邁進していきます！

　

志
布
志
港
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
推
進

協
議
会
（
事
務
局
：
鹿
児
島
県
）
は
、

10
月
18
日
、
東
京
都
千
代
田
区
如
水

会
館
に
て
、
志
布
志
港
ポ
ー
ト
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催

し
、
関
東
を

は
じ
め
、
全

国
か
ら
、
製

造
業
、
運
輸

業
、
船
社
、

商
社
等
約
80

団
体
、
総
勢

約
２
４
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
山
田
裕
章
副
知
事

の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、会
の
中
で
は
、

県
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
、
志
布
志
港
の
PR

を
行
い
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、「
世
界
の
穀
物

需
給
動
向
と
日
本
の
輸
入
事
情
」
と
題

し
て
、
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
食
料
カ

ン
パ
ニ
ー
食
料
部
門
市
場
調
査
室
主
席

ア
ナ
リ
ス
ト
の
岩
崎
正
典
氏
に
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

～みんなの力で志布志港を
	 	 　　国際バルク戦略港湾へ～

東京地区の企業訪問を行いました‼

　本田修一市長と上村環議長は 10 月 19 日志布志港へ寄港
している船社や代理店、関連企業を表敬訪問し、志布志港利
用のお礼と今後の更なる利活用のお願いをしました。
　昨年の志布志港のコンテナ貨物取扱量は 72,565TEU（１

TEU=20 フィートコンテナ１個）
と過去最高を更新しており、今
年も順調に取扱量を伸ばしていま
す。
　今後も志布志港の取扱貨物の増
量を目指し活動していきます。

さんふらわあ乗用車利用促進プロジェクトのお知らせ
　鹿児島県志布志・大阪航路利用促進協議会（事務局：鹿児島県）
では、平成 22 年 11 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 までに、さん
ふらわあに乗用車を利用して乗船する個人又はグループに対し
て助成を行います。（運賃助成限度額または助成台数が 2,500 台
に達した時点で終了になります）
　運賃から助成額が差引かれて販売されるので、それぞれでの
申請は不要です
　詳細は、鹿児島県企画部交通政策課℡ 099 － 286 － 2457 まで。

ＬＯＶＥ　ＦＬＯＷＥＲ　2010　
　　　　　　　　in　さんふらわあ

　志布志湾のシンボルである「さんふらわあ」を使っ
て、新しい出会いを見つけ「ちょっぴり早い船上の
メリークリスマス」を楽しんでみませんか？
★日　　時　11 月 28 日（日）11：00 ～ 17：00
★場　　所　さんふらわあ他
★集合場所　 志布志市営駐車場（サンポートしぶし

アピア向かい）
★参加費　　 4,000 円
　　　（食事代・レクレーション傷害保険料込み）
★対象者　　20 ～ 45 歳までの独身の方

★募集人数　男性 50 名、女性 50 名
★申込方法　 事前にチケットを購入してください。
  ※ 11 月 14 日（日）締切
★その他　　
　 当日、「さんふらわあ」は動きません。オシャレし

てお越しください。
★内　　容　
　第１部　「さんふらわあ」船内でのバイキング
　第２部　美味しいスイーツパーティー
★主　　催　（社）新大隅青年会議所　　
★後　　援　志布志市・大崎町
★問い合わせ先　

（社）新大隅青年会議所　℡ 080-5215-7440（山田）

志布志市長賞　
標語の部 白 濱 夢 帆 志布志中 ３年
書道の部 西 髙 沙 希 原田小 ６年
硬筆の部 河 野 綾 美 志布志小 ２年
志布志市議会議長賞
標語の部 川原真友美 田之浦中 ２年
書道の部 内 田 航 太 通山小 ４年
硬筆の部 有 川 真 捺 志布志小 ２年
大隅税務署長賞
標語の部 隈元かりな 松山中 ３年
書道の部 朝 稲 美 香 安楽小 ５年
硬筆の部 大 野 結 菜 志布志小 ２年
大隅地域振興局長賞
標語の部 田 原 紘 臣 志布志中 ３年
書道の部 吉 原 奈 那 香月小 ３年
硬筆の部 立 脇　 蒼 森山小 １年

志布志市副市長賞
標語の部 池 村 文 音 田之浦中 ２年
書道の部 中堂薗れみ 尾野見小 ６年
硬筆の部 柳 原 奏 笑 安楽小 １年
志布志市教育長賞
標語の部 竹 川 諒 太 有明中 ２年
書道の部 安 田 里 穂 香月小 ４年
硬筆の部 仲 武 悠 里 安楽小 ２年
志布志市税務課長賞

標語の部 林 亜 華 里 志布志中 ２年
福 元 雄 樹 有明中 ３年

書道の部 青 山 未 来 伊﨑田小 ６年
遠 矢 更 沙 松山小 ５年

硬筆の部 永野あかり 通山小 ２年
古 川 梨 乃 有明小 １年

　平成 22 年度「税を考える週間」（11 月 11 日～ 11 月 17 日）に合わせて、硬筆・書道・
標語の作品を募集したところ、硬筆 500 点、書道 956 点、標語 512 点の計 1,968 点の
作品の応募をいただきました。
　審査を行った結果、下記のとおり入賞者が決定いたしましたので紹介します。

志布志市長賞の作品

入選作品
部
門 氏　名 学		校		名 学年

標
語
の
部

中 村 優 花 松山中 １年
岡 留 禎 晃 松山中 ３年
木幡千星里 志布志中 １年
前 田 優 吾 志布志中 ２年
三 厨 彩 夏 志布志中 ３年

書
道
の
部

田 口　 唯 泰野小 ５年
石 山 琴 美 志布志小 ６年
市 来 愛 斗 志布志小 ５年
鶴 田 未 来 安楽小 ４年
中 村　 怜 安楽小 ３年
大 町 凜 夏 香月小 ３年
別 府 美 里 通山小 ４年

硬
筆
の
部

上 平 彩 澄 香月小 １年
小 野 夏 未 蓬原小 １年
塩本利々佳 香月小 ２年
黒 石 志 乃 蓬原小 ２年
脇田総一郎 有明小 ２年
田 中 律 恵 通山小 ２年
川 野 莉 央 山重小 ２年

納
税
は

み
ん
な
の
素
敵
な

　
　
　

仕
事
だ
ね

志
布
志
中
学
校	

３
年	

白
濱
夢
帆

※今回の入賞作品は下記の日程で展示を行い
　ます。
●市役所本庁　　　　　11月11日（木）～16日（火）
●市役所松山支所　　　11月17日（水）～22日（月）
●市役所志布志支所　　11月24日（水）～26日（金）
●サンポートしぶしアピア
　　　　　　　　　11月27日（土）～12月５日（日）

『税を
考える週間』

■オラレ志布志 11 月・12 月番組表
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催
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催
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尾崎4日目

若松

若松ＧⅢ企業杯

大村

浜名湖GⅠ東海地区尾崎

桐生

多摩川ＧⅡ

蒲郡

福岡GⅠ住之江SG賞金王決定戦チャンピオンカップ

蒲郡

大村GⅠ九州地区

芦屋GⅡＭＢ大賞

大村

江戸川ＧⅡＭＢ大賞

■営業時間　10:00 ～ 21:00（ナイター開催がない場合は 17:00 まで）　　■問合せ先　オラレ志布志　℡ 479-3111

尾崎

唐津SG競艇王チャレンジカップ

児島

丸亀

大村

福岡

桐生 丸亀

下関ＧⅢ新鋭リーグ

児島GⅠ中国地区

多摩川GⅠ関東地区

丸亀 蒲郡 若松

丸亀 若松 桐生 丸亀

オラレ志布志の売上金は、地域の活性化及び振興を図り、市の活力あるまちづく
りのために、福祉・教育などの分野ではばひろく使われます。

志
布
志
港
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
‼



※
10
月
に
行
っ
た
５
歳
児
歯
科
健
診
で
、む
し
歯
も
処
置
歯
も
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

10
月
初
め
の
介
護
予
防
研
修
会
で
、
東

京
で
保
健
師
歴
38
年
、
現
在
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
総
合
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
鳥
海
房
枝
さ
ん
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
は
施
設
職
員
等
を
対
象

と
し
た
も
の
で
し
た
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
活
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
に
と
っ

て
参
考
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
の
で
、
一
部
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

病
気
に
な
る
と
病
院
で
治
療
し
ま
す

が
、
高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
完
全
に
治
す

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
病
気
に

な
ら
な
く
て
も
、
老
い
て
く
る
と
体
の
い

ろ
い
ろ
な
機
能
が
低
下
し
、
そ
し
て
最
後

は
死
に
い
た
り
ま
す
。

　

子
育
て
を
す
る
動
物
は
、
鳥
類
と
哺
乳

類
で
す
。
で
も
子
育
て
を
す
る
動
物
で
も

衰
え
た
親
の
世
話
は
し
ま
せ
ん
。
親
離
れ

し
た
動
物
は
、
そ
の
後
自
力
で
食
料
を
確

保
で
き
な
く
な
っ
た
時
が
死
の
時
で
す
。

　

し
か
し
人
間
は
食
べ
物
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
と
、
食
べ
や
す
い
形
に

加
工
し
て
、口
の
中
へ
運
ぶ
世
話
（
介
護
）

を
し
ま
す
。
動
物
の
中
で
唯
一
人
間
だ
け

が
す
る
行
為
で
す
。

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
（
抗
老
）
よ
り

自
ら
の
老
い
と
折
り
合
い
を
つ
け
る
こ

と
（
従
老
）
を
行
い
、
そ
し
て
生
老
病
死

を
肯
定
し
、
人
間
の
最
後
は
誰
か
の
世
話

に
な
っ
て
逝
く
こ
と
を
当
然
と
す
る
考
え

方
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

認
知
症
は
長
く
生
き
れ
ば
誰
も
が
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
を
拒
否
し
た
り
、
食
べ
ら
れ
な
い

物
を
食
べ
た
り
…
周
り
か
ら
み
る
と
問
題

行
動
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
な
ぜ
起
こ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
理
由
を
考
え
る
こ
と

か
ら
ケ
ア
は
始
ま
り
ま
す
。
体
調
不
良
や

異
常
、
人
間
関
係
や
環
境
の
変
化
な
ど

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
原
因
の
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ケ
ア
の
原
則

で
き
る
範
囲
で

　

・
環
境
を
変
え
な
い

　

・
生
活
習
慣
を
変
え
な
い

　

・
人
間
関
係
を
変
え
な
い

　

・
体
の
不
調
を
見
逃
さ
な
い

　

・
役
割
を
作
る

　

・
相
性
を
大
切
に

　

・
仲
間
を
作
る

　

・
急
が
せ
な
い

　

・
驚
か
せ
な
い

　

・
恥
を
か
か
せ
な
い

　

90
歳
を
越
す
と
約
半
数
の
人
々
は
何

ら
か
の
生
活
支
援
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

上
手
に
介
護
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

　
　

○
が
ん
ば
ら
な
い

　
　

○
隠
さ
な
い

　
　

○
制
度
（
資
源
）
を
活
用
す
る

　

家
族
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
で
も
家
族
だ
か
ら
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家
族
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
介
護
し
て
い
る

人
が
一
人
で
が
ん
ば
る
の
で
は
な

く
、
地
域
で
、
町
全
体
で
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、
家
族
が
近
く
に
お
ら
ず
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て

い
く
中
で
は
、
地
域
に
住
む
方
々
の

力
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

上
手
に
介
護
さ
れ
る
た
め
に

　

日
常
生
活
の
中
で
声
を
か
け
あ
え
る
人

は
何
人
い
ま
す
か
。
元
気
な
頃
を
知
っ
て

い
る
と
、
多
少
の
こ
と
は
許
せ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
お
互
い
さ
ま
」
の
関
係
性
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
第
一

歩
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
生
老
病
死
（
し
ょ
う
ろ
う
び
ょ
う
し
）

　

生
ま
れ
る
こ
と
、
老
い
る
こ
と
、
病
気

に
な
る
こ
と
、
死
ぬ
こ
と
。
人
間
が
こ
の

世
で
避
け
ら
れ
な
い
四
つ
の
苦
し
み
。
仏

教
語
。		

　
　
（
広
辞
苑
よ
り
）

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所市民課		Tel	487-2111

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
…
②

生
老
病
死
（
※
）
の
肯
定
か
ら

認
知
症
の
ケ
ア

動
物
の
世
界
で
介
護
を
す
る
の
は

人
間
だ
け
？

安
心
し
て
老
い
を
迎
え
ら
れ
る
地

域
へ
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さくらちゃん 美
み ゆ う

優ちゃん 結
ゆ い り

梨ちゃん かりんちゃん

菜
な な は

々羽ちゃん 琳
りん

ちゃん 星
せ な

七ちゃん杏
あんじゅ

樹ちゃん 蒼
そ う た

太ちゃん豪
ご う き

希ちゃん翔
しょうた

太ちゃん

ななみちゃん 匠
しょう

ちゃん 颯
そ う た

太ちゃん 菜
な ゆ

結ちゃん 太
た い ち

智ちゃん

ＪＲ九州からのお願いです
線路側に木が倒れないように

管理をお願いします！
　線路沿線の森林において、次のような時はＪ
Ｒ九州へご連絡ください。

・間伐や枝打ちなどの作業が危ないと思った時
・立ち枯れの木を発見した時
・根元の地盤が緩んでいるのを発見した時
・ 森林の様子を見に行くことができず、代わりに見て

ほしい時
・その他、森林に関してＪＲ社員に相談したい時

問い合わせ先
九州旅客鉄道株式会社宮崎総合鉄道事業部（施設・電気）
℡０９８５―５１―５９８８
緊急時
九州旅客鉄道株式会社　運行管理部
電力指令　℡０９２―６２４―３８３６
施設指令　℡０９２―６２４―３８３３

里
り な

奈ちゃん 宇
そ ら

宙ちゃん 大
や ま と

和ちゃん

圭
け い た

汰ちゃん 悠
ゆ う と

人ちゃん

※  10 月に行った５歳児歯科健診で、むし歯も処置
歯もなかった子どもたちです。
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高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成22年8月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２８４，６８１，５４８円
８月末国保加入者数 １１，４０８人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

2 ４，９５５円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２１，１１４円
個 人 負 担 額 ３，８４０円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆さん
が医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が
支払った医療費です。
　医療費総額の約84.6％を市（国保）が負担しています。



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

三郎さん（83 歳）　　　　　　　　　松山町泰野
　妻のミキさんと二人暮らし、農業を営む三郎さんの年に１度の楽し
みは、12 月に行うそば作りです。
　三郎さんの家のそばは、製粉以外すべて手作り。ご自分の畑で育て

ているそばをご夫婦で刈り取り、昔ながらの収穫用農具「メグイボ」を使っ
て収穫します。そして、さらにここからが三郎さんの腕の見せ所。普段、料

理はミキさんに任せ、ほとんどすることがない三郎さんですが、そばだけは麺
づくりからおつゆまですべて一人でこなします。
　「おつゆはいりこだし。麺は硬すぎないように水と力のかけ方が難しい」と話
す三郎さん。出来上がったそばは、ご家族をはじめ近所の皆さんにも配って喜ば
れています。三郎さんご自身も、みなさんが「おいしい」と喜んでもらえること
を何より楽しみにしています。
　さて、元気に過ごしている三郎さん、日課の散歩以外は特に健康のために気を
付けていることはないとのことですが、値上げをきっかけに 10 月からたばこを
止めました。ただ、実は 3年前に禁煙を宣言したものの止められず、隠れてこっ
そりと吸い続けていたそうです。もっとも、ミキさんは何も言いませんでしたが、
「多分お見通しだっただろう」と、苦笑いする三郎さんでした。

　雄
ゆうすけ

介ちゃん（６歳）　
　　　　　妃

ひ な の

奈乃ちゃん（４歳）　
（松山町尾野見）

父　義隆さん　　母　恵美子さん

　ゆうくん、ひなちゃん、沢山の人に支
えられて、明るく素直に育ってくれてあ
りがとう。
　これからも兄弟仲良く元気に成長して
いってね。
　　　　　　　　　　　　　（両親より）

　麗
れいな

那ちゃん（2歳）　（志布志町志布志）
父　優作さん　母　美紀さん

　歌と踊りが大好きな麗那ちゃん。
　今はちょっぴり人見知りが激しいけど、い
つまでも周りの人を幸せに出来る様な、笑顔
の素敵な女の子になってね‼

( 両親より )

市
民
の
広
場

今
月
の
「
題
字
」

　

今
月
の
題
字
を
書
い
て
く
れ
た
の
は
、

山
重
小
学
校
５
年
生
の
優
さ
ん
、
東
串
良

に
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
愛
犬
を
お
世
話

す
る
の
が
趣
味
で
す
。

　

立
派
な
字
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
小
さ
い
頃
か
ら
硬
筆
の
練
習
を
ご
両

親
の
指
導
で
し
て
い
た
以
外
、
書
道
の
稽

古
に
は
通
っ
て
い
な
い
と
聞
い
て
驚
き
ま

し
た
。

　

３
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
、
４
歳
か
ら
は
英

会
話
を
始
め
、
以
来
ず
っ
と
続
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て
い
き
た
い

と
、
意
欲
的
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
取
材
し
た
時
は
、
11
月
12
日
に
あ
る

市
の
音
楽
祭
に
向
け
て
練
習
を
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。

　

将
来
は
看
護
師
な
り
た
い
と
、
確
か
な

目
標
を
持
っ
て
い
る
優
さ
ん
で
し
た
。

弟の圭君ととっても仲良し！
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　お便りをくださった方の中から
抽選でひまわり券 5 枚と、㈱島
津から「イタリアントマトカフェ
ジュニア鹿児島志布志店・クリス
マスイチゴのショートケーキ（５
号）引換券」と「㈱島津商品券（同
社系列全店舗で使用可）」のいず
れかを 5 人の方にプレゼントしま
す。（発表は発送をもってかえさ
せていただきます）

11. 29 ( 月 )
Open 18：30　Start 19：00

会場： 島津一般 ￥2,500 / ペア ￥3,500チケット：

富岡ヤスヤ
世界を股にかける エレクトーン パフォーマー

11 月 27・28・29大 創 業 祭

Tel. 099-472-0206

お買い得品取り揃えて

皆様のご来場お待ちしております

*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　　

おかげさまで 57 周年
　感謝を込めて

♪楽器購入が上達への近道です♪

ヤマハ音楽教室・英語教室　無料体験レッスン　☆受付中☆　みんなまってるよ！の

　大
だいき

輝さん（10歳）　未
みらい

来さん（9歳）

	 花
かり ん

梨ちゃん（6歳）　結
ゆ あ

愛ちゃん（1歳）

　　　　　　　　　　　　　　　（有明町野神）

父　勝さん　　母　幸恵さん

　色々な事に挑戦する大輝、バレーボールを頑
張っている未来、たくさんの手伝いをしてくれ
る花梨、色々な遊びを覚えている結愛。ケンカ
もするけど、これからも仲良く大きくなあれ♡
	 	 	 	 （両親より）

あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

読者プレゼント

　恵
え り

理さん（有明町伊崎田）　　　　　	　20 歳
勤務先：小松の里
趣味：買い物、ネイル
理想の異性：一緒にいて楽しい人
今のお仕事はどうですか？：
　優しい方々に恵まれて、毎日楽しく仕事をさせてもらっています。
夢は？：結婚して子どもと楽しく幸せにｓ暮らすこと。
同僚から一言：
　入所者様や相談に来られる方にはもちろん、職員にも優しく接し
てくれる、笑顔の素敵な女性です。
　まだまだ若くて、経験豊富な入所者様にはかなわないけど、これ
からも頑張ろう！



薩
摩
琵
琶
演
奏
会

　

大
慈
寺
で
桜
井
亜
木
子
さ
ん
の
薩
摩

琵
琶
演
奏
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

前
日
に
、
有
明
小
で
も
『
耳
な
し
法

一
』
の
演
奏
会
を
開
い
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
私
は
、
薩
摩
琵
琶
の
事
を
全
く

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

亜
木
子
さ
ん
が
お
話
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
中
で
、
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い

事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
バ
チ
」

の
こ
と
で
す
。

　

お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、「
悪

い
事
を
し
た
ら
バ
チ
が
当
た
る
よ
」
と

よ
く
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
、

昔
悪
い
者
が
近
づ
い
て
来
た
ら
、
琵
琶

の
バ
チ
を
目
な
ど
に
当
て
て
や
っ
つ
け

た
と
こ
ろ
か
ら
来
た
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
お
手
伝
い
な
ど
を
進
ん

で
し
て
、
バ
チ
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

（
赤
田
花
鈴
12
歳
女
）

　
　
　

▼

　

私
も
桜
井
さ
ん
の
演
奏
を
聞
く
ま
で
、

薩
摩
琵
琶
の
事
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た

一
人
で
す
。
迫
力
の
あ
る
演
奏
に
驚
き

ま
し
た
し
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

あ
の
と
が
っ
た
バ
チ
で
叩
か
れ
た
ら
、

と
っ
て
も
痛
そ
う
な
の
で
、
悪
い
こ
と

は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
み
慣
れ
た
ま
ち
を
…

　

私
は
、
来
年
の
３
月
に
18
年
間
住
み

慣
れ
た
志
布
志
か
ら
、
他
の
県
の
短
大

に
行
く
た
め
に
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
育
っ
て
、
み
な
と
ま

つ
り
や
お
釈
迦
ま
つ
り
が
大
好
き
で
し

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
る
と
鉄
道
公
園

が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
き
れ
い
な
公

園
に
な
り
、
そ
れ
も
大
好
き
で
す
。
志

布
志
に
は
、
楽
し
い
所
や
き
れ
い
な
所

も
多
く
、
住
み
や
す
い
と
思
う
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
住
民
が
住
み
や
す
い
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

私
も
い
ず
れ
、
こ
の
町
に
帰
っ
て
働

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
天
津
パ
ン
18
歳
女
）

　
　
　

▼

　

進
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
離

れ
て
か
ら
改
め
て
感
じ
る
ま
ち
の
良
さ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
違
う
土
地
で

得
た
経
験
を
持
ち
帰
っ
て
き
て
く
れ
る

こ
と
は
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
始

ま
り
ま
す
。
3
月
ま
で
の
間
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象になります。
それ以降の分は次月の応募対象となり
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。

※	読者プレゼントは掲載にかかわらず頂いたお便りから抽選でプレゼントを行っています。多くのお便りをお待ちし
ています。その際、一言で結構ですのでご意見等をいただければ幸いです。（今月は 9通のお便りをいただきました）31　市報しぶし■ 2010.11

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

シ
ー
サ
ー
を
粘
土
で
作
る
夜
長
か
な	

春
日　

ふ
く

秋
灯
や
グ
ラ
ス
に
映
え
る
赤
ワ
イ
ン	

飯
野
澄
美
子

み
ど
り
児
の
す
や
す
や
眠
る
盆
の
月	

川
畑　

充
子

半
世
紀
語
る
二
人
の
夜
長
か
な	
八
久
保
千
鶴
子

満
月
に
わ
が
身
見
ら
れ
て
し
ま
ひ
け
り	
本
村　

湧
水

よ
く
も
ま
あ
や
っ
て
く
れ
た
り
菜
虫
か
な	
坂
元　

幸
子

末
枯
れ
て
く
れ
な
ゐ
深
み
ゆ
く
ば
か
り	

鮫
島　

容
子

秋
天
へ
棚
田
は
色
を
重
ね
け
り	

坂
本　

順
子

赤
い
羽
根
つ
け
て
く
れ
た
る
園
児
の
手	

本
村
多
可
子

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。多く
の皆様の投稿をお待ちしています。

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

川
の
瀬
の
流
れ
恋
し
は
在
り
し
日
の
夫
の
湯
宿
の
夢
ん
中
と
ろ
り 

畑　

美
佐
子

木
一
本
無
き
子
の
庭
に
季
節
の
樹
植
ゑ
む
と
夢
は
す
で
に
花
咲
く 

前
原　
　

恭

朝
庭
に
梔
子
の
芳
香
白
じ
ら
と
寄
り
行
き
採
り
ぬ
一
輪
ざ
し
に 

永
田
ミ
ツ
エ

一
冊
の
歌
集
読
ま
ん
と
座
す
茶
の
間
涼
風
が
先
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
る 

山
口　

良
子

芽
を
出
し
て
日
増
し
に
伸
び
る
小
豆
の
枝
花
の
紫
生
え
る
朝
日
に 

隈
元　

チ
エ

う
ち
寄
せ
る
波
に
声
な
き
声
を
聞
く
こ
の
海
の
果
て
ね
む
れ
る
み
霊
の 

野
口　

順
子

大
株
と
な
り
た
る
紫
陽
花
に
降
る
雨
の
色
あ
ざ
や
か
に
雫
を
こ
ぼ
す 

石
橋　

道
子

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

諦
め
し
運
転
免
許
ぐ
ち
る
老
い
米
寿
も
近
き
よ
と
娘
ら
の
ひ
と
言	

畑
山
み
つ
き

人
知
れ
ず
月
下
美
人
の
花
咲
き
て
一
夜
の
命
香
り
を
放
つ	

福
元　
　

忍

常
夏
の
島
な
る
様
な
温
暖
化
己
が
パ
パ
イ
ヤ
鈴
生
る
ボ
ー
ル	

徳
田　

将
人

乾
き
た
る
郷
を
覆
ひ
て
振
る
素
振
り
峯
を
跨
ぎ
て
急
ぐ
雨
雲	

矢
野　

む
つ

田
の
か
ん
さ
あ
甚
兵
衛
翁
碑
に
ど
っ
か
と
座
り
豊
作
祈
る
田
園
の
郷	

野
口　
　

嵐

夫
逝
き
て
二
度
目
の
夏
は
猛
暑
な
り
遺
影
に
告
げ
る
一
日
の
無
事
を	

澤
津
川
頼
子

夜
の
更
け
て
り
ん
り
ん
と
鳴
く
ス
ズ
虫
の
忍
び
込
ん
で
る
緑
先
あ
た
り	

萩　
　

幸
子

こ
の
孫
と
年
端
の
近
き
特
攻
兵
明
日
な
き
命
の
筆
文
字
に
泣
く	

木
下
マ
キ
子

如
何
に
生
く
歴
史
に
学
ぶ
人
の
道
先
人
の
心
己
が
心
と
す	

大
原　
　

繁

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2010.10

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

呆
け
る
の
も
パ
ワ
ー
の
ひ
と
つ
老
忘
れ	

若
松
田
鶴
子

白
南
風
の
白
い
女
に
逢
い
ま
し
た	

永
山　

又
生

と
き
め
き
は
生
き
る
糧
な
り
大
西
日	

坪
田　

秀
邑

坊
主
に
は
定
年
が
な
い
月
見
草	

暉
峻　

康
瑞

体
ご
と
鐘
撞
く
僧
や
秋
の
暮	

吉
田　

十
二

秋
豪
雨
日
本
の
四
季
狂
い
そ
う	

山
本
せ
つ
子

金
木
犀
の
花
ち
り
や
ま
ず
月
の
舟	

肥
後　

洋
子

吾
が
町
は
縮
緬
雑
魚
の
溢
れ
た
り	

岩
根　

長
初

実
南
天
人
待
ち
顔
で
紅
濃
く
す	

肱
岡
ち
か
子

吾
亦
紅
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て
母
が
逝
く	

野
村　

公
一

い
つ
ま
で
も
お
し
ゃ
べ
り
続
け
る
曼
珠
沙
華 

天
水
美
保
子

舟
を
漕
ぎ
ど
こ
ま
で
行
っ
た
眠
い
講
座	

川
崎　

川
幸

ふ
る
さ
と
の
草
の
た
ま
し
い
木
の
た
ま
し
い	

藤
後
む
つ
子

川
柳
（
志
布
志
川
柳
会
）

ハ
イ
テ
ク
で
見
事
な
チ
リ
の
救
助
劇	

内
山　

幸
夫

中
国
の
押
し
に
弱
腰
見
透
か
さ
れ	

福
山　

吉
連

菅
さ
ん
の
胸
に
輝
く
ね
じ
れ
花	

末
永　

一
雄

一
銭
が
未
だ
生
き
て
い
る
株
相
場	

赤
池　

忠
重

耳
に
タ
コ
く
ど
い
説
教
聞
き
流
し	

坂
元　

俊
幸

聞
き
流
す
振
り
し
て
耳
を
そ
ば
だ
て
る	

江
藤　

房
子

う
ら
み
ご
と
水
に
流
し
て
仲
直
り	

上
田　

和
市

看
病
に
我
が
ま
ま
言
え
る
親
子
仲	

上
東
マ
キ
エ

秋
空
に
女
騙
し
の
風
が
吹
く	

高
田　

秀
雄

男
よ
り
女
が
空
け
る
大
ジ
ョ
ッ
キ	

鞍
掛　

五
雄

天
窓
が
子
供
の
命
ま
た
奪
う	

高
田　

昭
秋

＋
プラス

		20％
プレミアム付き商品券追加販売！
※	限定販売のため売切れ次第販売を終了しますのでご購入はお早めに！
商品券の概要
■名 称　　	「ひまわり商品券 2010」
 （鹿児島県地域経済活性化販売促進緊急支援事業）
■目　　的　　	プレミアム付の商品券を発行・販売し、市内の消

費拡大を図る。
■内　　容　　	20％プレミアム商品券を１億円分追加発行します。
■購入資格　　	商品券の購入時点で、志布志市に住民登録のある

市民。※前回購入された方も、購入できます。
■購入限度額　	3万円／1人（3万円購入で3万6千円分の商品券）
■使用期限　　平成 23 年 3月 21 日（月）まで使用できます
　　　（前回発行分とは期限が異なりますのでご注意ください）

■販売場所　●	志布志市役所　本庁港湾商工課
　　　　　　●	志布志支所　地域振興課
　　　　　　●	松山支所　地域振興課（※平日のみ 9:00 ～ 16:00）
　　　　　　●出張販売　サンポートしぶしアピア
	 日時：11 月 27 日、28 日　10:00~18:00
■購入に必要なもの　身分を証明できるもの（免許証等）
※印鑑は必要ありません。
■使えるお店　商工会の会員で登録してある小売店になります。
■問い合わせ先　
　志布志市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 285）



C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n

２０１１年
夢しずくカレンダーを販売します
　しぶし夢しずく工房のアーティストたちが、大好きな志布
志の絵を描いてカレンダーを作りました。テーマは「みんな
つながってる」です。
  価格　１冊　１，０００円
◆お問い合わせ・購入先
　しぶし夢しずく工房 ℡０８０―３９９７―９２１９
　市役所福祉課  ℡４７４―１１１１（内線１６０）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

33　市報しぶし■ 2010.933　市報しぶし■ 2010.9

健
康
食
品
の
薬
効
表
示

【
表
示
例
】

・ 「
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
動
脈
硬
化

の
方
に
。」

・ 「
○
○
大
学
に
よ
り
、
臨
床
試
験

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。」

・ 「
飲
み
続
け
れ
ば
効
果
は
お
わ
か

り
い
た
だ
け
ま
す
。」

・ 「
私
は
、
こ
れ
で
治
り
ま
し
た
。」

　

こ
の
よ
う
な
広
告
文
を
読
ま
れ
た

事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

広
告
を
見
て
、
こ
う
い
う
効
果
が

あ
る
と
思
わ
せ
る
暗
示
的
方
法
で
す
。

　
【
健
康
食
品
】
の
表
示
に
つ
い
て

は
様
々
な
規
制
が
あ
り
、
違
反
す
る

と
厳
し
い
罰
則
も
あ
り
ま
す

※
関
係
す
る
法
律

●
健
康
増
進
法　

●
食
品
衛
生
法

●
薬
事
法
等

健
康
食
品
と
は

１
あ
く
ま
で
食
品
で
す
。

２�

効
能
・
効
果
を
「
表
示
」
す
る
場
合

は
、
厳
し
い
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

３�

科
学
的
根
拠
が
な
い
事
は
書
け
ま

せ
ん
。

　

健
康
食
品
は
医
薬
品
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
過
剰
な
期
待
は
禁
物
で
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

　

書
か
れ
て
い
る
事
、
言
わ
れ
て
い

る
事
を
そ
の
ま
ま
信
じ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

不
明
な
点
は
、
港
湾
商
工
課 

消

費
生
活
相
談
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
役
所　

消
費
生
活
相
談

窓
口
で
は
、
こ
の
他
に
も
、
契
約
ト

ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
な
ど
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

巡
回
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

巡
回
相
談
日
程

◆
11
月
16
日
（
火
）

　

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
―

　

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
11
月
22
日
（
月
）

　

場
所　

市
民
セ
ン
タ
―

　

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
12
月
１
日
（
水
）

　

場
所　

健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ　

　

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

消
費
生
活
相
談
員
便
り
vol.12

■相談窓口　●市役所本庁港湾商工課商工振興係　　℡ 474-1111（内線 284）
　　　　　　●松山支所地域振興課地域振興係　　　℡ 487-2111（内線 322）
　　　　　　●志布志支所地域振興課地域振興係　　℡ 472-1111（内線 354）

消費者ホットライン　０５７０－０
ま も ろ う よ

６４－３
み ん な を

７０

効果てき面‼

住宅用火災警報器の
	 	 設置はお済みですか？

◎住警器の取付場所
住宅・共同住宅（県市町営・アパート）の就寝の用に供する居室（寝室）、寝室がある階の階段な
どに設置します。（煙式）

・平屋建ての場合 ・二階建ての場合

寝室のみの設置となるため、設置個
数は 1 個

１･ ２階に寝室がある時は、各寝室と階段踊
場の設置となるため、設置個数は３個

問い合わせ先
大隅曽於地区消防組合消防本部予防課
   ℡ 099-482-5577
南部消防署  ℡ 099-477-0119
市役所総務課消防防災係
   ℡ 099-474-1111

※購入する際は、パッケージなど
の表示で『煙式』・『熱式』をご確
認ください。また、左の『ＮＳマー
ク』があるものを推奨します。

火災で重要なことは、早期発見です！！
　もし誰もいない部屋や就寝中に火災が発生したら、火災の発生に気づくのが遅れ、
逃げ遅れる可能性もあります。火災の発生をすばやく察知できれば、いち早く避難す
ることができ、命が助かる可能性は高くなります。また、消防への通報も早期に行え
るので、周りの延焼拡大を防ぐこともできます。
　火災の発生をいち早く知り、火災から大切な生命を守るために、住宅用火災警報器（住
警器）を設置しましょう。

平成 18 年 6 月 1 日付の消防法の改正により、全国一律に住宅用火災
警報器（住警器）の設置が義務付けられました。平成 23 年 5 月末ま
でに設置することとされています。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市の人口　９月 30 日現在
人　口	 34,159 人	 	 （△５）
男　性	 16,122 人	 	 （△１）
女　性	 18,037 人	 	 （△４）
転　入	 78 人	 　転　出	 　79 人
出　生	 24 人	 　死　亡	 　28 人
世帯数	 15,668 戸	 	 （△１）

志布志港　平成 22 年８月分

　①入港隻数　50 隻（日本 0、外国 50）
　②輸出	 11 億 86 百万円
　③輸入	 86 億 29 百万円

資料　鹿児島税関支署
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　　今月の納税 納付期限　11 月 30 日（火）　口座振替日　11 月 25 日（木）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

 固定資産税（４期） 　国民健康保険税（７期）
 介護保険料（７期） 　後期高齢者医療保険料（７期）

～税まめ知識 ⑯～
「延滞金（えんたいきん）」

　税金は納期限までに納めなければなりませんが、これが正しく行われなかった場合には期限内にきちんと納め
た人との均衡を図るため、本税に加えて徴収される徴収金というものがあります。この徴収金には、延滞金、督
促手数料や滞納処分費などがあり、これは税金に付帯する性格を持っていますので「附帯金」とも呼ばれています。
　通常、社会生活を営んでいると、借金の返済が期限より遅れた場合には利子の他に遅延金を支払わなければな
りませんが、それと同様に税金の支払いが遅れた場合にも、遅延金として「延滞金」を徴収します。延滞金を徴
収しないと納期限内に納めた人と納期限後に納めた人との間に不公平が生じ、逆に延滞金をかけることによって
期限内の納入を促進する意義もあります。（遅滞に対する行政制裁および損害の補てんという意味合いもありま
す）
　延滞金は、本税が納期限までに納付・納入されない時に成立します。成立と同時に確定し、特別の手続を必要
としません。また、税金の納期限の翌日から課されますが、繰上徴収や徴収猶予の場合は本来の納期限の翌日か
ら課されます。
　延滞金の計算は、原則として本税の納期限の翌日から起算して、その地方税を完納する日までの期間に応じ、
その未納にかかる本税の額に、年 14.6％（ただし、一定の期間については年 7.3％）の割合を乗じて計算した額
となります。

○延滞金の額は次の計算式で計算します　
延滞金の額　＝　未納の本税額　×　延滞日数　×　7.3％（14.6％）　／　365
　　　　　　＝　未納の本税額　×　延滞日数　×　0.0002（0.0004）円
※年 14.6%ということは本税 10,000 円あたり、1日につき 4円、年 7.3%は１日につき
2円の延滞金が課されるということになります。
　（例）納期限が５月３１日の本税１０万円を５０日目に納付した場合の簡易な計算方法
　　　　　　100,000 円	／	10,000 円	×	{（30 日	×	2 円）	＋	（20 日	×	4 円）}
　　　　　　　　　　　＝	10	×	｛	60 円	＋	80 円	｝	＝	1,400 円　となります。

注１）	年7.3％の割合の部分について、当分の間特例基準割合（各年の前年の11月30日を経過する公定歩合に4％
を加算した場合）が、7.3％に満たない場合には、その暦年中における延滞金の割合を当該特例基準割合と
することとなっています。

注２）	延滞金の計算の基礎となる本税の金額は、その金額が 2,000 円未満のときは全額を切り捨て、また、2,000
円を超える本税に 1,000 円未満の端数があればこれも切り捨てます。さらに、延滞金の確定金額が 1,000
円未満のときはその全額を切り捨て、また、端数金額に 100 円未満の端数があればこれも切り捨てます。

税務署からのお知らせ
～　相続又は贈与等に係る生命（損害）保険契約等

に基づく年金の税務上の取扱いの変更について　～
　相続、贈与等により取得した生命保険契約や損害保険契約等に係る年金の所得税の
取扱いを改めることとしました。
　この取扱いの変更により、所得税の還付を受けることができる場合があります。詳
しくは、国税庁ホームページ【www.nta.go.jp】をご覧いただくか、大隅税務署にお問
い合わせください。

【お問い合わせ先】大隅税務署　　電話０９９―４８２―０００７
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ストップ滞納

平成22年度 滞納処分等実施状況について
■問い合わせ先　税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152,153）　　

■差押を実施した人数　104 人
　　　（平成 22 年 4 月～ 10 月末現在）

不動産及び動産公売の実施について
　下記により不動産公売を実施しました。公売の結果につきましては次号で掲載します。

　・入札日時　：　平成２２年１１月１１日（木）　午前９時３０分から
　・入札場所　：　志布志市役所　本庁別館１階会議室

　志布志市内に事業用の償却資産を所有している方
は、種類、取得時期及び取得価額等について申告が義
務づけられています。（根拠法令：地方税法第 383 条）

◆償却資産とは・・・
　会社や個人で工場や商店などを経営している方や、駐
車場やアパートなどを貸し付けている方が、その事業の
ために用いている構築物・機械・工具・器具・備品等の
固定資産を償却資産といい、土地・家屋と同じように固
定資産税として課されます。
　ただし、鉱業権・漁業権・特許権などのような無形固
定資産、自動車税の課税対象となっている自動車・トラ
クター等は課税の対象となりません。
　なお、「事業のために用いている」とは、所有者がその
償却資産を自己の営む事業のために使用する場合だけで
なく、事業として他人に貸し付ける場合も含めます。

◆申告について・・・
・申告期限　平成 23 年１月 31 日（月）
　円滑な事務処理のため、早期提出にご協力ください。
・提出書類	 １「償却資産申告書」
	 	 ２「償却資産種類別明細書」
（「減価償却表の写し」の添付に代えても構いません）
・申告の流れ
　12 月中旬　　　　１月 31 日迄		　　５月中旬
　申告書発送　→　申告書提出　→　納付書発送

◆償却資産一部改正について
　平成 20 年９月 22 日に償却資産に伴う耐用年数が 390
区分から 55 区分へ改正され、今まで細かく分けられてい
た耐用年数が、大きな区分となりました。
　志布志市においては、申告書に同封の「償却資産種類

別明細書」に変更となった耐用年数を書き入れて申告す
ることで、該当資産を把握しています。
　なお、この改正による耐用年数に応じた定率法による
減価率、減価残存率は変わることはありません。

◆償却資産の種類と具体例

資産の種類 主な償却資産の例示

１　構　築　物

ネオンサイン・屋上看板等の広告設備・
舗装路面（駐車場舗装）・庭園・門・塀・
緑化施設等の外溝工事・その他土地に定
着する土木設備・電気設備・給排水設備・
衛生設備・消火設備・ビニールハウス・
店舗内装設備等のうち固定資産税につい
て家屋として取り扱わなかったもの　等

２　機械及び装置
工作機器・木工機器・印刷機械・土木建
設機械・食品製造加工設備・トラクター（ナ
ンバープレート無）等の農業用機械・そ
の他各種製造設備等の機械及び装置　等

３　船　舶 貨物船・客船・ボート　等

４　航空機 飛行機・ヘリコプター・グライダー　等

５　車両及び運搬具
フォークリフト等の大型特殊自動車・そ
の他運搬車（自動車税・軽自動車税の課
税対象となるものは該当しません。）

６　工具、器具及び備品

パソコン・陳列ケース・医療機器・測定
工具・金型・理容及び美容機器・エアコン・
応接セット等の家具・ビデオ機器・カラ
オケ等音響機器・自動販売機　等

※平成18年度から国税資料の閲覧（地方税法第354条の２）
が可能となったことに伴い、こちらから、申告書を新規発
送する場合がありますのでご了承ください。
　ご不明な点等がありましたら、固定資産税係までご連
絡ください。
　℡ 099 － 474 － 1111（内線 154、155、156）

償 却 資 産 の 申 告 を お 忘 れ な く ！

　差押の内容　
・給　与　 27 人 ・預貯金　 21 人
・不動産　 44 人 ・動　産　 １人
・債　権　 11 人
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鹿
児
島
県
民
手
帳
発
売

　

県
民
手
帳
は
、
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に

役
立
つ
鹿
児
島
県
の
情
報
が
満
載
。
日

頃
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
ほ
か
に
資

料
と
し
て
幅
広
く
使
え
ま
す
。

■
内
容

● 

人
口
・
産
業
な
ど
県
・
市
町
村
・
全

国
の
主
要
統
計
デ
ー
タ

● 

県
内
の
主
要
官
公
庁
・
団
体
・
期
間

一
覧
を
掲
載

● 

県
内
各
地
の
催
し
等
を
掲
載

● 

県
内
の
道
の
駅
一
覧
及
び
県
内
主
要

ふ
る
さ
と
シ
ョ
ッ
プ
を
掲
載
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定
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５
０
０
円

　
　
　
　
（
サ
イ
ズ
15
㎝
×
8.5
㎝
）

※
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
販
売
終
了

　

代
金
は
、
県
民
手
帳
配
布
時
に
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
自
治
会
の
申
し
込
み
と
二
重

に
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
情
報
管
理
課
地
域
情
報
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１

 

　
　
（
内
線
３
５
２
・
３
５
６
）

●
松
山
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

　

℡
４
８
７
―
2
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

●
志
布
志
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
３
５
１
）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
便
利

で
す

■
身
分
証
明
書
と
し
て
も
使
え
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー

ド
）
は
高
度
な
安
全
確
保
機
能
を
も
つ

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
、
皆
さ
ん
の
申
請
に
基

づ
い
て
市
役
所
で
発
行
し
ま
す
。

　

顔
写
真
つ
き
の
住
基
カ
ー
ド
を
取
得

す
れ
ば
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

も
利
用
で
き
ま
す
。

■
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
る
例

●
金
融
機
関
の
窓
口
で
10
万
円
を
超
え

　

る
振
り
込
み
を
す
る
と
き

●
銀
行
な
ど
で
口
座
を
開
設
す
る
と
き

●
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
の
と
き

●
書
留
郵
便
の
受
け
取
り
の
と
き

●
携
帯
電
話
の
新
規
購
入
の
と
き

　

市
民
課
窓
口
で
、
ご
本
人
の
申
請
と

な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
運
転
免
許
証
や

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官
公
署
が
発
行
し
た

写
真
付
き
証
明
書
と
、
印
鑑
、
手
数
料

が
必
要
で
す
。

※
写
真
付
き
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
、
ご
本
人
が
窓
口
で
申
請
さ
れ

た
後
、
本
人
を
確
認
す
る
た
め
の
照
会

文
書
を
郵
送
し
ま
す
。
そ
の
照
会
文
書

に
記
入
し
、
印
鑑
と
健
康
保
険
証
な
ど

と
一
緒
に
ご
本
人
が
窓
口
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

手
数
料
は
５
０
０
円
で
有
効
期
限
は

10
年
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
市
民
環
境
課
市
民
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
１
７
）

●
松
山
支
所
市
民
課
市
民
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

●
志
布
志
支
所
市
民
課
市
民
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

～
福
祉
～

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

あ
な
た
の
勇
気
が
子
ど
も
を
救
い
ま
す

　

虐
待
に
気
づ
い
た
り
、
虐
待
が
疑
わ

れ
る
場
合
は
、
身
近
な
相
談
窓
口
に
連

絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
虐
待
か
ど

う
か
疑
わ
し
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
ま

ず
は
連
絡
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ひ
と
り
で
、ま
た
一
つ
の
機
関
で
は
、

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た

め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係
機
関

児
童
相
談
所
・
福
祉
事
務
所
・
市
町
村
・

保
健
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
児

童
委
員
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・
医
療
機
関
・

学
校
・
警
察
・
児
童
福
祉
施
設
・
民
間

の
相
談
機
関
・
地
域
の
住
民　

等

■
連
絡
先

●
本
庁
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
６
）

●
志
布
志
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
２
―
８
９
９
３

●
松
山
支
所
市
民
課
福
祉
係

　

℡
４
８
７
―
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
４
７
２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
０
１
）

市
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
し
ま
す

　

太
平
洋
戦
争
等
に
殉
ぜ
ら
れ
た
本
市

出
身
の
戦
没
者
に
対
し
て
追
悼
の
誠
を

さ
さ
げ
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を
行

い
ま
す
。

　

遺
族
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の

皆
様
の
多
数
の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
日
時　

11
月
30
日(

火)

　
　
　
　

受
付　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　

開
式　

午
前
10
時

■
場
所　

志
布
志
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル

■
そ
の
他　

　

戦
没
者
追
悼
式
の
所
要
時
間
は
、
約

１
時
間
で
す
。
ま
た
、
追
悼
式
終
了
後

に
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
８
師
団
の
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
会
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
役
所
福
祉
課

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）
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市 営 住 宅 空 き 家 情 報 （ 松 山 地 区 ）
　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。

●松山団地　　255 号　２DK　特賃住宅　２階建　家賃 20,000 円（所得制限あり）
●中原団地　　712 号　２DK　市単住宅　２階建　家賃 20,000 円

■問い合わせ・申込先　
●市役所建設課管理係　　℡ 474-1111（内線 467）　　　●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

～
そ
の
他
～

畜
産
業
お
よ
び
鳥
を
飼
育
し
て
い

る
皆
さ
ん
へ

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
侵
入
防
止
に
つ
い
て

　

10
月
に
、
北
海
道
に
お
い
て
野
生
の

カ
モ
の
糞
か
ら
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

も
、
渡
り
鳥
の
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

が
侵
入
す
る
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
か

ら
、
今
年
も
10
月
か
ら
来
年
５
月
ま
で

「
飼
養
衛
生
管
理
基
準
遵
守
強
化
期
間
」

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
万
が
一
発
生
す

る
と
、
鶏
等
の
殺
処
分
や
移
動
制
限
が

あ
り
影
響
は
甚
大
で
す
。
鶏
等
を
飼
っ

て
い
る
方
は
次
の
対
策
を
十
分
講
じ
て

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
侵
入

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
愛
玩
等
小
規
模
な
飼
養
者
で
放

し
飼
い
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
野
鳥
等

と
接
す
る
機
会
が
多
く
、
ウ
イ
ル
ス
が

持
ち
込
ま
れ
る
危
険
性
が
高
い
た
め
、

放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆ 

鶏
舎
（
鳥
小
屋
）
に
は
２
セ
ン
チ
角

以
下
の
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
ゆ
っ
た
り
と

垂
ら
す
よ
う
に
張
り
、
隙
間
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

鶏
舎
（
鳥
小
屋
）
周
辺
、
農
場
敷
地

周
縁
及
び
農
場
内
道
路
へ
消
石
灰
を

散
布
し
て
消
毒
と
野
生
動
物
の
進
入

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

農
場
出
入
口
で
車
両
消
毒
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

◆ 

鶏
等
の
死
亡
率
が
上
昇
し
た
り
、

異
常
に
気
づ
い
た
ら
直
ち
に
曽
於

家
畜
保
健
衛
生
所
（
℡
４
８
７
―

２
３
５
１
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
畜
産
課

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
４
２
・
４
４
３
）

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31

日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年

12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を

対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
国
の
重
要
な
統
計
調
査

で
あ
り
、
調
査
結
果
は
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、
大
学
や
民
間

の
研
究
機
関
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の

教
材
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
情
報
管
理
課
地
域
情
報
係

　

℡
４
７
４
―
１
１
１
１

 

　
　
（
内
線
３
５
２
・
３
５
６
）

●
工
業
統
計
調
査
Ｕ
Ｒ
Ｌ（
経
済
産
業
省
）

http://w
w

w
.m

eti.go.jp/statistics/
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Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
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ｔ
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ｎ

12 月 4 日から 10 日までは「人権週間」です。

　人権週間は、昭和 23 年 12 月 10 日の国連総会において
「世界人権宣言」が採択されたことを記念して定められた
もので、本年で 62 年目を迎え、全国各地で人権に関する
各種の啓発活動が実施されます。
　私たちの社会には、同和問題をはじめ、子どもや高齢者
への虐待、女性、障害者等に関する人権問題が、依然とし
て存在しています。これらの、人権問題を解決するために
は、県民一人ひとりがお互いの人権を尊重し、偏見や差別
のない社会の実現に向けて努力を重ねていくことが大切で
す。
　これを機会に、皆さんも身近なことから人権について考
えてみませんか。
	問い合わせ先　県庁人権同和対策課　℡ 099-286-2574

「女性の人権ホットライン」強化週間

　夫・パートナーからの暴力や職場等におけるセクハラ、
ストーカー行為など、女性をめぐる人権問題でお困りの方
は。一人で悩まずにお電話ください。
■実施機関　鹿児島地方法務局、県人権擁護委員連合会
■期　　間　11 月 15 日（月）～ 21 日（日）
　（平日）　8：30 ～ 19：00　（土・日）10：00 ～ 17：00
■電話番号　０５７０－０７０－８１０
　　　（通話料が 180 秒につき、およそ 8.5 円かかります）
	問い合わせ先　鹿児島地方法務局人権擁護課
　　　　　　　℡ 099-286-2574

不登校・ニート・引きこもりなどの支援

若者サポートステーションおおすみサテライト

　引きこもりなどの若者の自立のため、個別・継続的な相
談支援を行います。
■支援内容　①不登校や高校中退者などの進路相談
　　　　　　②ニート・引きこもりの若者の就労相談と訓練
■対　　象　15 歳～ 39 歳、当事者および家族
※条件を満たした場合、国費による 6か月の合宿型職業
訓練施設（指宿市）も利用できます。詳しくはお問い合わ
せください。
問い合わせ先　若者サポートステーションおおすみサテライト
　　　　　℡ 0994-45-5535　または　℡ 0126-54-1635
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鹿児島県レッドリボン月間について

　県では、12 月１日の『世界エイズデー』を中心とした
１か月間（11 月 16 日～ 12 月 15 日）を「鹿児島レッド
リボン月間と定め、エイズ、ＨＩＶに関する正しい知識等
の普及と受検しやすい環境の整備を図るため、保健所では
エイズ相談・検査を実施します。
■日　時　①	12 月１日（水）	5：00 ～ 20:00
　　　　　②	12 月４日（土）10：00 ～ 15：00
■場　所　志布志保健所
■内　容　	エイズ・ＨＩＶに関する相談及びＨＩＶ即日検査
　　　※	匿名で受検でき、原則無料。受付から結果判明ま

で約１時間。
	問い合わせ先　志布志保健所保健係　℡ 472-1021

志布志市青年団連絡協議会主催！

１・２・サンタ！ ２・２・サンタ！！青年サンタ！！！

　青年団では､ 今年のクリスマスにサンタクロースを呼び
ます｡ クリスマスイブの夜に、プレゼントを持ってご家庭
に伺います。
■訪問日時　12 月 24 日（金）　19:00	～ 21:00
■対象家庭　	3	歳から小学 3	年生までのお子様のいる家庭

（選考の上、６世帯）
■応募期日　11 月 11 日（木）～ 12 月 10 日（金）まで
■応募方法　	本庁及び各支所に置いてある専用の応募用紙

を志布志市教育委員会へ提出
■その他　　	参加は無料ですが、プレゼントは各家庭で準

備をお願いします。
※	サンタさんからクリスマスカードとお菓子の詰め合わせ
のプレゼントがあります。

	問い合わせ先
　市教育委員会社会教育係　℡	472-1111（内線 336）

蓬の郷植樹祭を開催します！

　蓬の郷では、隣接する親水公園などに 150 本の桜の木
を植える「蓬の郷植樹祭」を開催します。
■日　時　11 月 28 日（日）（予定）
■定　員　50 人（先着順）
■参加費　無料
	申込・問い合わせ先　蓬の郷　℡ 475-2626

県共催不動産無料相談会のお知らせ

■日　時　11 月 26 日（金）　10:00 ～ 15:00
■場　所　鹿屋市役所６階（℡ 0994-43-2111）
　相談は無料、弁護士や税理士、司法書士、土地家屋調査士
の専門相談員が相談に応じます。お気軽にご相談ください。
	問い合わせ先　（社）県宅地建物取引業協会大隅支部
　　　　　　　℡ 0994-43-0436

自衛官募集案内

■募集種目　高等工科学校生徒
■募集人員　約 320 人
■募集資格　中卒（見込含む）17 歳未満の方
■受付期間　11 月 1日～平成 23 年 1月 7日
■試験期日　１次：1月 22 日、２次：2月 5日～ 8日
■合格発表　1次：2月 1日、最終：2月 25 日
申込・問い合わせ先　
自衛隊大隅地域事務所	 ℡ 099-482-1405
募集コールセンター	 ℡ 0120-063792（12:00~20:00）

労働基準監督署内の課名変更について

　労働基準監督署では、10 月 1 日から次のとおり課名を
変更しました。

鹿屋・加治木・川内労働基準監督署
　第 1 課→監督課（監督及び庶務業務担当）
　第 2 課→安全衛生課（安全衛生業担当）
　第 3 課→労災課（労災業務担当）

　なお、業務内容の変更はありませんので、これまでどお
りご利用いただけます。
問い合わせ先　労働基準部監督課　℡ 099-223-8277
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■ 基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されてい
た水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

自賠責保険・共済の有効期限は切れていませんか？

　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的な
対人補償を目的として、原動機付自転車を含むすべての自
動車に加入が義務付けられており（自動車損害賠償補償
法）、自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反ですので
ご注意ください。
　四輪車はもちろんですが、特に車検制度のない 250cc
以下のバイク（原動機付自転車・軽二輪自動車）は、有効
期限切れ、かけ忘れにご注意を！
自賠責制度の詳細URL　http://www.jibai.jp

交通事故無料定期相談会

■日　時　11 月 24 日（水）、12 月 8日（水）
	 　10:00 ～ 16:00
■場　所　サンポートしぶしアピア 1階　特設コーナー
　被害者の被った被害額について、提示された保険金や過
失割合は妥当なのか？など、不安や疑問をお持ちの方に専
門のスタッフがお答えします。
　保険会社とご示談される前に、ぜひ、ご相談ください。
　　　【ご相談は全て無料、秘密は厳守いたします！】
	問い合わせ先　NPO法人交通事故被害者救済推進協会
　℡ 0994-65-6405

11月

 12月

 14日　びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
 21日 大　山　病　院（内　科）  ℡472-1400
  山　口　内　科（内　 科） ℡473-1188
 23日 びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
  松　下　医　院（内科・外科） ℡472-1124
28日　井手小児科（小児科） ℡473-3211
  藤後クリニック（内　 科） ℡472-1237

 5日 石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107
  陽春堂内科診療所（内　科） ℡472-5511
 12日 びろうの樹脳神経外科（脳神経外科・内科） ℡477-1212
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
 19日　ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
  手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565

11月・12月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

11月

12月

■松山地区　
11 月	 今井水道	 	 ℡ 487-8868
12 月	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
■志布志地区
11 月 9 日～ 11月 15 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
11 月 16 日～ 11月 22日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
11 月 23 日～ 11月 29日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
11 月 30 日～ 12月 6 日	 山本組	 ℡ 472-1101
12 月 7 日～ 12月 13 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
12 日 14 日～ 12月 20日	 高吉組	 ℡ 472-0721
■有明地区
11 月 7 日～ 11月 13 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
11 月 14 日～ 11月 20日	 山中水道	 ℡ 474-1440
11 月 21 日～ 11月 27日	 有徳設備	 ℡ 475-1596
11 月 28 日～ 12月 4 日	 池崎建設	 ℡ 475-2068
12 月 5 日～ 12月 11日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
12 月 12 日～ 12月 18日	 諏訪建設	 ℡ 475-0045
12 月 19 日～ 12月 25日	 西江建設	 ℡ 474-2113
■水道局からのお願いです
　水道の漏水が発生すると水道の供給ができなくなること
があり、市民生活に多大な影響を及ぼします。
　市民の皆様への影響を最小限にするために、通勤や日常
生活において、晴天なのに路面が濡れているなどありまし
たら情報提供のご協力をお願いします。
■問い合わせ先　水道局工務係　℡474-1111（内線483）

水道修繕当番店



志布志市くらしのカレンダー

農業用廃プラ、廃缶、廃農薬回収（22頁参照）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

11/13

14

15

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）要予約※1
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
育児学級（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）

16

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

17

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
つどいの広場（10:00～12:00 松山新橋公民館）
1歳6ヶ月児健康診査／麻疹風疹1期予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

18

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室）要予約※2

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
母子健康手帳交付（9：30～12：00松山支所市民課窓口)

2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

両親学級（9:30～9:40受付 子育て支援センターはぐくみランド）

育児学級（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

19

特定健診・大腸がん検診（7:30～9:00受付 健康ふれあいプラザ）
20

21

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
22

23

(日)

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
母子健康手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

24

25

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
子育て講座（10:00～12:00 子育て支援センター）26

27

28

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※２ 法律相談は事前予約制になります。本庁総務課行政係　℡474-1111（内線225）までご連絡ください。

日曜当番医は39ページに掲載しています

(金)

(土)

(日)

(火)

(水)

(木)

29

30

2歳児・5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 有明改善センター）

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(月)

(火)

(木)

(土)

(日)

12/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

乳児健康診査/BCG予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）　
母子健康手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）(水)

15

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(土)

(日)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(木)

(月)

鉄道公園イルミネーション点灯式（18:00～）
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